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◯
問
合
せ

本
所
都
市
計
画
課
☎
35
‐
１
３
１
５

ジ
ャ
ス
コ
鶴
岡
店
と
マ
リ
カ
東
館
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
閉
店
し
て
以
降
、
市
で
は

駅
前
施
設
の
公
共
的
な
利
用
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

平
成
21
年
に
、
マ
リ
カ
東
館
に
地
域
企
業

の
経
営
力
強
化
支
援
や
創
業
支
援
な
ど
を
行

う
「
庄
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」
を
移

転
し
、ま
た
、自
由
来
館
型
子
育
て
広
場
「
ま

ん
ま
ル
ー
ム
」
を
開
設
。
29
年
に
は
、
東
館

１
階
に
鶴
岡
の
食
文
化
の
情
報
発
信
拠
点
と

し
て
「
つ
る
お
か
食
文
化
市
場
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ

Ｖ
Ｅ
Ｒ
（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）」
を
オ
ー
プ

ン
し
、
観
光
案
内
所
も
併
設
し
ま
し
た
。

駅
前
が
抱
え
る
課
題

市
で
は
、
駅
前
が
、
市
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
訪
れ
る
エ
リ
ア
と
な
る
よ
う
取
り
組
み

前
は
〝
ま
ち
の
顔
〞。
大
正
８

年
に
現
在
の
場
所
に
鶴
岡
駅
が

開
業
し
て
以
降
、
鶴
岡
駅
前
地

、
商
業
や
産
業
が
集
積
す
る
〝
鶴
岡
の

区
は

と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
昭

顔
〞

和
62
年
に
は
市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
っ
て
、

年カ
東
館
・
西
館
が
オ
ー
プ
ン
。
鶴
岡
駅

マ
リ

、
商
業
や
交
通
の
中
心
的
な
エ
リ
ア
と

前
は

活
況
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。

し
て
活か

し
、
再
開
発
か
ら

し

30
年
余
り
が
経
過

現
在
、
人
口
減
少
や
商
業
機
能
の
低
下

し
た
現の

影
響
も
あ
っ
て
、
多
く
の
地
方
都
市

な
ど

前
と
同
様
、
か
つ
て
の
よ
う
な
に
ぎ
わ

の
駅
前失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

い
が

駅
前
は
今

成
平
成
17
年
に
大
規
模
商
業
施
設
で
あ
っ
た

前前年年開開

商
、
商
、
商
業
や
業

区
は
区
は
、 集

‐

‐
特

前
を「
人
と
ま
ち
を
育
て
る
場
」に

駅
前

駅
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Message　　　　　　　　　　　　　　        　 　　g

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
次
の
よ
う

を
進

題
も
あ
り
ま
す
。

な
課
題

①
駅
利
用
者
の
変
化

駅
自
体
の
利
用
者
が

し
て
い
て
、
約
６
割
が
高
校
生
の
通
学

減
少

利
用
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用

で
の
利実

態
を
踏
ま
え
た
駅
前
の
在
り
方
を
検

者
の
実る

必
要
が
あ
る

討
す

②
駅
前
の
魅
力
の
低
下　

大
規
模
商
業
施
設

の
閉
店
に
よ
っ
て
、
駅
前
の
商
業
機
能
が
低

下
し
、
小
売
販
売
額
や
通
行
量
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
駅
の
利
用
者
が
滞
留
し
た

く
な
る
、
ま
た
、
み
ん
な
が
訪
れ
た
く
な
る

魅
力
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
る

③
施
設
設
備
の
更
新
の
必
要
性
と
大
規
模
遊

休
地
の
存
在　

築
30
年
余
り
が
経
過
し
、
主

要
設
備
が
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
マ
リ
カ

と
、
大
規
模
商
業
施
設
の
閉
店
に
伴
う
空
き

地
の
利
活
用
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

④
駅
前
に
行
く
機
会
・
用
事
の
減
少　

大
規

模
商
業
施
設
の
閉
店
に
端
を
発
す
る
小
売
店

舗
等
の
撤
退
で
、
市
民
が
駅
前
に
行
く
機
会

・
用
事
が
減
少
し
て
い
る
。
一
方
で
、
子
育

て
支
援
施
設
や
起
業
支
援
施
設
な
ど
に
は
一

定
の
需
要
が
あ
り
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
将
来

を
見
据
え
て
、
駅
前
の
利
活
用
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る

鶴
岡
駅
前
地
区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

そ
こ
で
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま

え
、
駅
前
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
想
定
し

た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
＝
全
体
構
想
）
を

示
す
た
め『
鶴
岡
駅
前
地
区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
』

（
以
下
、
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
有
識
者
や
民
間
事

業
者
、
地
元
関
係
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
城

下
の
ま
ち
鶴
岡
将
来
構
想
策
定
委
員
会
」
で

議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
や
国
際
化
の
進
展
、
働
き
方

・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に
伴
っ

て
、
駅
前
地
区
の
将
来
の
生
活
・
社
会
は
大

き
く
様
変
わ
り
し
、
求
め
ら
れ
る
役
割
や
機

能
も
変
化
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、「
選※

択
と
集
中
」
の
観

点
を
加
え
、
時
代
の
先
を
見
据
え
た
駅
前
の

将
来
像
を
描
い
て
い
ま
す
。

城下のまち鶴岡将来構想
策定委員会アドバイザー

中山 ダイスケ氏

●高校生が集い使う、にぎわいのある「駅前」
●学びの場、活動の場にあふれる「駅前」
●デジタルで広がり、新たな創造を生む「駅前」
●歴史・文化の地から（力

ちから

）、世界とつながる「拠点」
ら

●高校生の愛着が育ち、誇りを持てる「まち」

市ホームページに
同ビジョンを掲載
しています 活動

交流

創造
再生

にぎわい
活力

学び

高校生 関係人口×

※選択と集中…強みのある特定の分野を見極め、そこに人材や
　　　　　　　資金などの資源を集中的に投下すること

城下のまち鶴岡将来構想
策定委員会委員長

上木 勝司氏
（鶴岡市都市計画審議会会長）

（東北芸術工科大学学長）

　駅前に新たなにぎわいを創り出すには「新し
い用事」が必要です。
　今回、ビジョンのターゲットを、駅を主に利
用する高校生に据えて、駅前を、高校生や子育
て世代、高齢者など市民の皆さんが一緒に学べ
る学校のような場所、いわば〝令和の藩校〟に
しようというコンセプトを打ち出しました。
　その一つのイメージとしてイラストを描きま
した。これから、市民の皆さんが駅前にたくさ

。んの物語を描いてくれることを期待しています

　今回、ビジョンの策定に当たっては、いろい
ろな立場の方に参加いただいて検討を進めまし
た。会議では皆さんからの意欲的で率直な発言
により、大変活発な議論ができました。

、　ビジョンは、鶴岡駅前のグランドデザインと
その実現に向けた実行計画案で構成されていま
す。このビジョンが鶴岡駅前を生まれ変わらせ
るだけにとどまらず、鶴岡市全体ににぎわいを
広げてゆく、人とまちを育てる鶴岡市の指針と
なることを期待します。
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鶴岡駅

ジャスコ跡地の活用

マリカ広場の再活用

鶴 前 令和 藩校鶴岡駅前・令和の藩校
近未来イメージ
【外観】

ジャスコ跡地やマリカ広場の活用に取り組み にぎわいを創出ジャスコ跡地やマリカ広場の活用に取り組み、にぎわいを創出
します。また、マリカ東館を、いわば〝令和の藩校〟の拠点と
して位置付け、多様な世代の人々が集える場を目指します。

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
〝
高
校
生
〞

未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
。
ビ
ジ
ョ

ン
が
描
く
駅
前
の
将
来
像
は
「
高
校
生
や
世

代
を
越
え
た
市
民
が
集
い
、
学
び
、
交
流
す

る
〝
学
び
の
サ※

ー
ド
プ
レ
イ
ス
〞」
で
す
。

現
在
の
駅
利
用
の
主
役
は
高
校
生
で
す
。

駅
前
を
、
高
校
生
た
ち
が
集
ま
り
、
学
び
、

活
動
し
、
楽
し
み
な
が
ら
地
域
と
関
わ
る
場

所
と
し
、
高
校
生
と
と
も
に
子
育
て
世
代
や

高
齢
者
、
更
に
鶴
岡
を
訪
れ
る
観
光
客
も
楽

し
め
る
場
所
に
す
る
こ
と
で
、
真
に
豊
か
で

暮
ら
し
や
す
い
鶴
岡
を
目
指
し
ま
す
。

４
つ
の
エ
リ
ア
で
魅
力
を
創
出
！

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
駅
前
を
大
き
く
４
つ
の

エ
リ
ア
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た
機
能

を
持
た
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

①
学
び
・
活
動
エ
リ
ア

マ
リ
カ
東
館
を
中

心
に
、
高
校
生
や
世
代
を
越
え
た
人
々
の
学

習
と
交
流
の
拠
点
と
し
、
市
民
が
主
体
的
に

関
わ
る
取
り
組
み
が
次
々
と
生
ま
れ
る
よ
う

な
活
動
の
場
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。
同
時

に
子
育
て
支
援
や
起
業
支
援
等
の
機
能
強
化

に
も
取
り
組
み
ま
す

②
に
ぎ
わ
い
・
発
信
エ
リ
ア

駅
前
か
ら
エ

ス
モ
ー
ル
に
至
る
エ
リ
ア
で
は
、
学
び
・
活

動
エ
リ
ア
と
連
携
し
、
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ

や
観
光
案
内
拠
点
の
情
報
発
信
機
能
強
化
に

取
り
組
み
、
駅
前
に
集
ま
っ
た
人
々
が
近
隣

の
商
店
街
や
商
業
施
設
に
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
地
域
の
連
携
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

歩
行
空
間
の
充
実
等
に
よ
っ
て
、
快
適
な
街

歩
き
が
楽
し
め
る
空
間
を
作
り
ま
す

③
憩
い
・
交
流
エ
リ
ア

遊
休
地
の
ジ
ャ
ス

コ
鶴
岡
店
跡
地
を
、
人
々
が
憩
い
、
遊
び
、

交
流
で
き
る
快
適
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と

し
、
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
、
定
期
市
な
ど
を
開

催
す
る
こ
と
で
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
ま
す

④
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
エ
リ
ア

鶴
岡
駅
の
交
通

結
節
機
能
の
維
持
・
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

２
次
交
通
を
充
実
さ
せ
、
観
光
案
内
拠
点
と

連
携
し
た
観
光
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

歩
行
者
や
自
転
車
が
快
適
に
移
動
で
き
る
空

※サードプレイス…自宅、学校（職場）以外の第３の居場所

【マリカ東館２Ｆ】

高校生を中心に多くの人々が活動し
交流することでにぎわいを見せる、
マリカ東館２階のイメージです。
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間
を
整
備
し
、
駅
前
に
気
軽
に
集
ま
り
や
す

い
環
境
を
作
り
ま
す

学
び
・
活
動
エ
リ
ア
は
〝
令
和
の
藩
校
〞

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
マ
リ
カ
東
館
を
中
心
と

す
る
「
学
び
・
活
動
エ
リ
ア
」
を
、
い
わ
ば

〝
令
和
の
藩
校
〞
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

鶴
岡
に
は
、
藩
校
致
道
館
を
ル
ー
ツ
と
し

た
教
学
の
精
神
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
お

り
、
確
か
な
学
び
の
土
台
が
あ
り
ま
す
。

〝
令
和
の
藩
校
〞
に
は
、「
学
び
の
場
」
と

と
も
に
「
人
材
育
成
の
場
」「
ま
ち
育
て
の

場
」
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
駅

前
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
〝
令
和
の

藩
校
〞
を
中
核
的
な
エ
リ
ア
と
し
て
、
ほ
か

の
エ
リ
ア
に
先
行
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

駅
前
を
新
し
い
〝
鶴
岡
の
顔
〞
に
！

今
回
策
定
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
駅
前
整
備

の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。

今
後
は
、
高
校
生
の
生
の
声
を
聞
い
た
り
、

社
会
実
験
を
実
施
し
効
果
の
検
証
を
し
た
り

し
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
整
備
運
営
基
本

計
画
を
策
定
し
、
段
階
的
に
駅
前
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

か
つ
て
は
、
商
業
や
交
通
の
中
心
と
し
て

の
顔
を
見
せ
て
い
た
駅
前
。
し
か
し
、
時
代

の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
今
ま
さ
に
新
し

い
顔
に
生
ま
れ
変
わ
る
べ
き
と
き
が
来
ま
し

た
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
力

を
借
り
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
一
緒
に
新

し
い
〝
鶴
岡
の
顔
〞
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
！

　今年の４月から山形市に住んでいます。
駅の広場で様々なイベントをしているの
を見て、鶴岡駅前にもそういう場所があ
ればいいなと思っていました。ジャスコ
の跡地やマリカ広場が、そうなってくれ
たらうれしいですね。加えて、駅前が障
害のある方や妊婦さん、お年寄りも安心
して歩けるエリアになれば、更に活性化
すると思うのでぜひ実現してほしいです。

　あと、市役所周辺の歴史的建造物や駅
から離れた観光名所などが、駅前に大き
く宣伝されていたら、駅前だけでなく、
鶴岡市全体を盛り上げられると思います。
　今までは、若い学生が交流する場や遊
べる場が余りなかったので、令和の藩校
のイメージのように若者が楽しめる駅前
になってくれると、地域の活性化につな
がるのではないでしょうか！３月に市内の高校を卒業し

山形市の大学に通う
江口 大也 さん

みなみなみみみなみさんさんさんん
みさきみ さんさ りりんさんん

りおりおりりおりおさんさんさんさんんんさんさささささん

今のマリカ広場のとこって何か暗い感じが
するよね？

りお

駅前で、年齢層関係なく誰もが行きたくな
るイベントが定期的にあったら行くよね。

みなみ

そこで、ちょっとした運動なんかもできる
とうれしいんだけどな。

みなみ

人が集まって交流できる、いろんな飲食店
もあるといいなー。

みなみ

鶴岡はおいしいラーメン屋さんがいっぱい
あるから、ラーメンストリートみたいなの
があっても面白いかも。

りお

私たちはもう卒業しちゃうけど、そういう
場所だったら行きたいって思うよね。

りお

お手頃価格の、はやりのスイーツ店とかね。

みさき

高校生がたくさん集まって、別の学校の生
徒同士が交流できる場所になると楽しそう。

りん

行って楽しいって、みんなが思える駅前だ
ったらうれしいよね！

みさき

確かに。あそこが明るくなって、例えば、
野外ステージとかができたら、楽しいイベ
ントができそうだけどなー。

りん

あと、ちょっとしたテーマパーク的な公園
があったら行きたいかも。
そこに映えスポットを作るとか？

みさき

アウトドアでもインドアでも楽しめる場所
になったら、きっと人もたくさん来るよね。

りん
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接種に関する
相談・予約 ☎0120‐125‐226（午前８時30分～午後５時15分／土曜・日曜日、祝日も含む）

鶴岡市コロナワクチン相談・予約センター（コールセンター）

■問新型コロナウイルスワクチン接種対策室（にこ♥ふる）☎25‐2111内線378

４回目接種に関するＱ＆Ａ

国等の動向などに
より、記載の内容が変更となる場合があります。

Ａ２ 基礎疾患がない場合は、３回目接種から５
か月が経過したことと、60歳以上である
ことの両方を満たす方に接種券を送付しま
す。ご質問の場合は、８月に誕生日を迎え、
60歳になったときが両方を満たすことに
なりますので、８月の誕生日後に接種券を
送付します。基礎疾患がある場合（Ｑ３参
照）は、３回目接種から５か月経過すれば、
60歳にならなくとも接種可能です。

Ｑ２　 １月に３回目を接種し、現在59歳で８月
に60歳になります。この場合は、いつ接
種券が届きますか？

１　次の病気や状態の方で、通院・入院している方
　　 ①慢性の呼吸器の病気　②慢性の心臓病（高血圧を含む）　③慢性の腎臓病　④慢性の肝臓
病（肝硬変等）　⑤インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病またはほかの病気を併発している
糖尿病　⑥血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く）　⑦免疫の機能が低下する病気（治
療中の悪性腫瘍を含む）　⑧ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受けている

　　 ⑨免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患　⑩神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が
衰えた状態（呼吸障害等）　⑪染色体異常　⑫重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知
的障害とが重複した状態）　⑬睡眠時無呼吸症候群　⑭重い精神疾患（精神疾患の治療のた
め入院している、精神障害者保健福祉手帳を所持している、または自立支援医療〈精神通院
医療〉で「重度かつ継続」に該当する場合）や知的障害（療育手帳を所持している場合）

２　基準（ＢＭＩ30以上）を満たす肥満の方
　　ＢＭＩ＝体重（㎏）÷（身長〈ｍ〉×身長〈ｍ〉）
　　ＢＭＩ30の目安：身長170cmで体重約87kg、身長160cmで体重約77kg　　

※出典：厚生労働省「新型コロナウイルス感染症に係る予防接種の実施に係る手引き」

Ａ３ 基礎疾患がある方の範囲は、次のとおりです。ご自身が基礎疾患に該当するかどうか、４回目接
種を受けた方が良い状態か分からない場合は、かかりつけ医にご相談ください。

Ｑ３ 基礎疾患とはどういった病気ですか？

皆さんの疑問を解消！

Ａ１　 新型コロナウイルスに感染した方も、ワク
チン接種はできます。国では、３回目接種
後に感染してからの４回目接種の間隔は、
３か月を１つの目安としています。また感
染から回復後、期間を空けずに４回目の接
種を希望される方も接種は可能です。ただ
し、いずれの場合も、３回目接種から５か
月以上経過している場合に限ります。

Ｑ１　 ３回目の接種後に新型コロナウイルスに感
染しました。４回目の接種を受けることが
できますか？

Ａ４　 基礎疾患に該当する方は、「現在、通院・入院している方」（ＢＭＩ30以上
の方を除く）です。現在回復し、通院していない場合は、該当しません。

Ｑ４  以前は基礎疾患の項目に該当していましたが、現在は回復し、通院
していません。この場合も、４回目接種の対象者に該当しますか？

■ ■ ■ ■ ■ 　　　 ■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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新型コロナワクチン接種のお知らせ

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

ウェブ・ライン、コールセンター、医院受付（窓口・電話）
※ 対象者の内、医療従事者、高齢者施設等の入所者・従事者には、接種方法等について
別途お知らせします。

市内医療機関での個別接種（医療機関で十分な予約枠を確保できる見込みのため、集団
接種は予定していません）
※ 接種できる医療機関などの詳細は、市HPや広報つるおか折込み等でお知らせします。

ファイザー社ワクチン、武田／モデルナ社ワクチンの２種類

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

新型新型コロナワクチンの４回目接種は、３回目接種から５か月以上経過した方が受け
ることができます。本市市でではは、６月に60歳以上等の医医療療従従事事者、高齢者施設等の入
所者・従事者の接種が始始ままりり、、７月から60歳以上の方とと1188歳歳以上60歳未満で基礎疾
患がある患がある方、その他重症化リスクが高いと医師が認める方 します。の接種を順次実施します。

▷60歳以上の方
３回目接種から５か月が経過した方に順次発送します。

▷18歳以上60歳未満で基礎疾患がある方、
その他重症化リスクが高いと医師が認める方
接種を希望する場合、電話またはウェブでの事前申請が必要です。
・電話…コールセンター☎0120‐125‐226へ
・ウェブ…右の「基礎疾患等登録フォーム」から
※申請後、３回目接種から５か月が経過した方に順次発送します。

基礎疾患等登録フォームはこちら▲
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令和３年度情報公開・個人情報保護条例の施行状況
■問本所公文書管理室☎25‐2111内線314

【情報公開】　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（　）内は対象の公文書数

開示請求件数
開示決定等の件数 審査請求

件数全部開示 部分開示 不開示
合計 85 35（176） 63（1,741） 8（‐） 0

内訳

①市長部局…33
②教育委員会…8
③選挙管理委員会…29
④監査委員…3
⑤荘内病院…1
⑥消防…7
⑦議会…4

①16（47）
② 4（102）
③ 5（11）
④ 3（4）
⑤ 1（1）
⑥ 3（7）
⑦ 3（4）

①24（1,234）
② 7（260）
③25（220）
‐
‐
⑥ 5（25）
⑦ 2（2）

① 5（‐）
② 1（‐）
‐
‐
‐
⑥ 2（‐）
‐

0

【個人情報保護】

開示請求件数
開示決定等の件数 審査請求

件数全部開示 部分開示 不開示
合計 4 1（1） 4（4） 1（‐） ０

内訳
①市長部局…3
②消防…1

① 1（1）
‐

① 3（3）
② 1（1）

① 1（‐）
‐

０

　鶴岡市情報公開条例及
び鶴岡市個人情報保護条
例の規定に基づき、令和
３年度の施行状況をお知
らせします。
　農業委員会、固定資産
評価審査委員会は請求件
数が０件のため掲載して
いません。
　１つの開示請求に対し
複数の決定が行われる場
合があるため、請求の件
数と決定等の件数は一致
しません。

開かれた市政を

令和３年度審議会等公開及び意見公募の実績
■問本所公文書管理室☎25‐2111内線314

　市では、市政への市民参画や市政の透明化を目指し、審議会等の公開や市が作成した計画等に対する意見
公募（パブリック・コメント）を行っています。令和３年度の実績をお知らせします。

【審議会等公開】 【意見公募】

審議会等の回数 うち公開された回数
市長部局 47 36
教育委員会 6 6
合計 53 42

担当 公募件数 寄せられた意見の数
市長部局 11 33

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

（52）

高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
故
郷
を
離
れ
、

帰
省
す
る
の
は
大
抵
は
お
盆
か
正
月
だ
っ
た
。

帰
省
す
る
の
は
大
抵
は
お
盆
か
正
月
だ
っ
た

あ
れ
は
結
婚
し
た
年
だ
っ
た
か
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
に
帰
省
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
が
咲
く
、
春
か

ら
初
夏
に
向
か
う
故
郷
の
美
し
さ
を
実
感
し

た
。
学
校
と
家
と
を
慌
た
だ
し
く
往
復
し
て

い
た
と
き
に
は
ほ
と
ん
ど
気
に
も
留
め
な
か

っ
た
身
近
に
あ
っ
た
豊
か
な
自
然
。

4
月
30
日
、
よ
う
や
く
成
人
式
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
長
ら
く
会
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
旧
友
と
再
会
す
る
、
ま
た
、
こ

の
機
会
に
故
郷
に
帰
り
、
久
し
ぶ
り
に
家
族

と
過
ご
す
と
い
う
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
季
節
特
有
の

風
の
薫
り
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
も
っ
て
社
会
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
感
染
症
の
流
行
は
、
若
い
皆
さ
ん

の
学
生
生
活
、
仕
事
、
そ
し
て
大
切
な
友
人

や
家
族
と
の
交
流
に
も
様
々
な
制
約
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
何
と
し
て
も
成
人
式
の
更
な

る
延
期
は
避
け
た
い
。
事
前
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
受
け
て
も
ら
う
よ
う
に
し
、
何
ら
か
の
事

情
で
間
に
合
わ
な
か
っ
た
人
に
は
、
そ
の
場

で
抗
原
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、
式
の
実
施
に
万
全
を
期
し
た
。
ス
ム
ー

ズ
に
受
付
・
入
場
は
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
、

と
心
配
だ
っ
た
が
、
社
会
教
育
課
を
中
心
と

し
た
ス
タ
ッ
フ
の
頑
張
り
、
そ
し
て
何
よ
り

も
快
晴
の
空
が
成
人
式
の
成
功
を
約
束
し
て

く
れ
た
。

こ
の
成
人
式
に
障
が
い
の
あ
る
若
者
が
参

列
し
て
い
た
。
こ
の
若
者
は
マ
ス
ク
の
着
用
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が
苦
手
だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
事

前
に
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
が
あ
り
、
最
終
的
に

は
マ
ス
ク
の
着
用
は
な
し
で
の
参
加
と
な
っ

た
。
そ
の
と
き
、
こ
ん
な
話
も
耳
に
し
た
。

昔
、
地
域
か
ら
た
っ
た
一
人
養
護
学
校
に
通

う
児
童
が
、
年
に
1
回
だ
け
、
地
域
の
小
学

校
に
通
う
こ
と
を
継
続
し
て
い
た
。
果
た
し

て
そ
の
小
学
校
の
卒
業
式
の
日
。
養
護
学
校

に
通
う
そ
の
児
童
の
た
め
に
、
校
長
先
生
を

先
頭
に
、
児
童
み
ん
な
が
門
出
を
祝
っ
て
く

れ
た
と
い
う
。
心
の
卒
業
式
。
人
間
の
温
か

さ
、
生
き
る
す
ば
ら
し
さ
を
教
え
て
く
れ
る

お
話
だ
っ
た
。

今
回
の
成
人
式
に
は
、
実
際
に
出
席
し
た

人
の
ほ
か
に
、
仕
事
な
ど
の
都
合
で
オ
ン
ラ

イ
ン
で
出
席
し
た
人
が
い
る
。
私
は
、
こ
の

機
会
に
旧
交
を
温
め
、
次
の
出
会
い
を
つ
く

る
、
新
た
な
交
流
の
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し

い
と
述
べ
た
。
手
話
通
訳
の
皆
さ
ん
、
あ
さ

ひ
小
、
京
田
小
の
児
童
代
表
を
は
じ
め
、
多

く
の
人
の
支
え
に
よ
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
の
成
人

式
が
実
現
で
き
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
。

5
月
3
日
、
山
五
十
川
歌
舞
伎
、
義
経
千

本
桜
を
鑑
賞
。
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
地
域
文
化

財
団
の
助
成
も
活
用
し
、
3
年
ぶ
り
の
奉
納

上
演
が
古
典
芸
能
を
、
地
域
を
つ
な
ぐ
。

撮
り
た
め
て
い
た
大
河
ド
ラ
マ
に
追
い
付

い
た
頃
に
連
休
が
終
わ
る
。
初
夏
に
向
か

っ
て
、
孟
宗（
も
う
そ
う
）汁
や
サ
ク
ラ
マ

ス
、
口
細
カ
レ
イ
の
お
い
し
い
季
節
を
迎
え
、

花
々
の
主
役
は
桜
か
ら
カ
タ
ク
リ
や
藤
の
花

へ
と
移
っ
て
い
た
。
久
し
ぶ
り
に
観
戦
し
た

部
活
の
試
合
は
ま
だ
規
制
線
が
張
ら
れ
て
い

た
が
、
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
人
の
行
動
が

活
発
化
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
明
日
か
ら

ま
た
一
生
懸
命
働
こ
う
。

鶴岡市職員採用試験【令和５年４月１日採用予定】

■募集職種・受験資格

▲

 上級行政…昭和63年４月２日～平成13年４月１
日に生まれた方

▲

 上級行政（障害者対象）…昭和63年４月２日～平
成13年４月１日に生まれた方で、試験申込日及び
試験日当日に有効である障害者手帳（身体障害者
手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳）をお
持ちの方

▲

 上級土木…昭和63年４月２日～平成13年４月１
日に生まれた方

▲

 上級建築…昭和63年４月２日～平成13年４月１
日に生まれた方

▲

 上級電気…昭和63年４月２日～平成13年４月１
日に生まれた方

▲

 保健師…昭和63年４月２日以降に生まれ、保健
師免許を取得している方及び令和５年４月までに
取得見込みの方

▲

 理学療法士…昭和63年４月２日以降に生まれ、
理学療法士免許を取得している方及び令和５年４
月までに取得見込みの方

▲

 言語聴覚士…昭和63年４月２日以降に生まれ、
言語聴覚士免許を取得している方及び令和５年４
月までに取得見込みの方

▲

 臨床工学技士…昭和63年４月２日以降に生まれ、
臨床工学技士免許を取得している方及び令和５年
４月までに取得見込みの方

▲

看護師（助産師）…昭和53年４月２日以降に生ま
れ、看護師免許を取得している方及び令和５年４
月までに取得見込みの方
※ 看護師免許と併せて助産師免許を取得している
方及び令和５年４月までに取得見込みの方も募
集します。

■試験日時・会場・申込み

▲

 上級行政・上級土木・上級建築・上級電気・保健
師
▷１次試験
全国の試験会場（テストセンター）でオンライン
受験
６月20日○月～７月３日○日
▷２次試験
　 １次試験に合格した方を対象に、７月下旬に実施
予定（オンライン面接で実施する場合があります）
▷申込み
　・ 試験案内は市HP「人事・職員採用」に掲載し
ています

　・ 申込みは６月１日○水～13日○月に市HP「電子申請」
からの手続きを原則とします。電子申請ができ
ない場合はご相談ください

▲

 理学療法士・言語聴覚士・臨床工学技士・看護師
［助産師］
▷適性検査
　 全国の試験会場（テストセンター）でオンライン
受験
７月４日○月～18日○月
▷面接試験
　７月31日○日に院内またはオンラインで実施
　※受験申込み後に時間を指定します。
▷申込み
　・ 試験案内は同院HPに掲載しています
　・ 申込みは６月１日○水～17日○金に申込書を同院
総務課へ（郵送の場合17日○金までの消印有効）。
市HP「電子申請」からも手続きできます

■問本所職員課☎35‐1159、荘内病院総務課☎26‐5111

このほかに、初級行政、消防士等の採用試験を
９月に予定しています
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健
康
・
福
祉

個
別
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

■日
６
月
１
日
○水
〜
９
月
30
日
○金
の
開
院
日

■場
市
内
医
療
機
関

■対
昭
和
28
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
市
が
実
施
す
る
人
間

ド
ッ
ク
や
集
団
健
診
と
重
複
し
て
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
）
■持
特
定
健
診
受
診
券
、
医
療
保

険
被
保
険
者
証

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
３
１

■他
予
約
な
ど
を
医
療
機

関
に
確
認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

平
日
は
時
間
が
取
れ
な
い
方
等
に

日
曜
日
が
ん
検
診

■日
９
月
４
日
○日

■
受
付
時
間

午
前
７
時

30
分
〜
９
時
30
分

■場
荘
内
地
区
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
40

歳
以
上
の
方
で
職
場
の
が
ん
検
診
が
な
い
方

先
着
20
人
（
乳
が
ん
検
診
は
40
歳
以
上
で
今

年
度
偶
数
年
齢
に
な
る
女
性
）
■内
・
■費
胃

が
ん
…
１
、
１
０
０
円

大
腸
が
ん
…
５
０

０
円

肺
が
ん
…
２
０
０
円

乳
が
ん
…
１
、

２
０
０
円

■申
７
月
11
日
○月
ま
で
健
康
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３
１
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
生
活
保
護
・

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
減
免
制
度
あ
り

（
要
事
前
申
請
）

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

鶴岡公園正面広場愛称・北茅原町２公園名称募集
■問本所都市計画課☎35‐1332

▼鶴岡公園正面広場完成イメージ図

▼北茅原町２公園位置図
公園１

公園２

市
政

介
護
保
険
運
営
協
議
会　
　

公
募
委
員
募
集

介
護
保
険
事
業
計
画
の
進
行
管
理
、
介
護

保
険
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
・
審
議
す

る
同
協
議
会
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
３
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）
①
18
歳
以
上
で
あ
る

②

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る

③
平
日
に
開
催

す
る
会
議
に
出
席
で
き
る

■
任
期

任
命

の
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

■申
６

月
15
日
○水
ま
で
申
込
書
を
本
所
長
寿
介
護
課

☎
35
‐
１
２
８
９
へ
（
郵
送
は
当
日
必
着
）

■他
市
HP鶴

岡
市
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
委
員
会　

公
募
委
員
募
集

鶴
岡
の
全
て
の
子
供
が
自
主
的
に
読
書
活

動
が
で
き
る
よ
う
、
読
書
環
境
の
充
実
を
図

る
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、
同
推
進
委
員
会

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
２
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）
①
18
歳
以
上
で
あ
る

②

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る

③
平
日
に
開
催

す
る
会
議
に
出
席
で
き
る

■
任
期

令
和

４
年
８
月
１
日
〜
６
年
７
月
31
日

■申
６
月

30
日
○木
ま
で
申
込
書
を
図
書
館
本
館
☎
25
‐

２
５
２
５
へ
（
郵
送
は
当
日
必
着
）
■他
市

HP

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■ 賞　採用作品応募者に賞状、記念品を贈呈（同名の応募者が
複数いた場合全員）
■ 応募方法　①愛称・名称（ひらがな、カタカナ、漢字が使用
可。漢字にはふりがなを明記）　②理由や意味　③住所・氏
名・電話番号・年齢・性別・職業（学校名・学年）を記入の上、
直接、郵送、ファクスまたはメールでご提出ください（１通
につき２点。１人２点まで応募可）
■ 申込み　６月１日○水～24日○金に本所都市計画課（〒997‐
8601市内馬場町９‐25、FAX25‐2059、 tokei@city.tsuru
　oka.yamagata.jp）または各地域庁舎産業建設課へ
■ その他 応募作品の一部を修正し、愛称・名称として採用す
る場合があります。採用作品の著作権は鶴岡市に帰属するも
のとし、応募者は採用作品に対して著作者人格権に基づく権
利行使を行わないこととします。応募者は応募作品を募集事
業の紹介等で市が使用することを認めることとします。詳し
くは市HP

今年度完成予定の鶴岡公園正面広場の愛称と、北茅原町地内の２つの公園の名称を募集します。
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佐
藤
寿
美

（
木
野
俣
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

福
祉
活
動
・
心
身
障
害
児
療

育
支
援
活
動
に
助
成
し
ま
す

■対
社
会
福
祉
活
動
や
心
身
障
害
児
療
育
支
援

を
行
う
団
体
や
個
人

■内
①
福
祉
活
動
助
成

金
…
地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉
の
推
進
、
福
祉

に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
福
祉
関
係
者
の
研

修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
、
福
祉

意
識
の
高
揚
・
啓
発

②
心
身
障
害
児
療
育

支
援
助
成
金
…
障
害
児
の
地
域
福
祉
・
在
宅

福
祉
の
推
進
を
目
的
と
す
る
事
業
、
療
育
に

関
す
る
調
査
・
研
究
・
研
修

■
助
成
額

対
象
経
費
の
４
分
の
３
以
内

■申
６
月
30
日

○木
ま
で

①
…
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室

☎
35
‐
１
２
５
１
へ

②
…
本
所
福
祉
課
☎

35
‐
１
２
７
３
へ

あ
ん
し
ん
見
守
り
コ
ー
ル
の
設
置

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
電
話
機
に
、
通

報
や
双
方
向
の
会
話
が
で
き
る
通
信
機
器
を

設
置
し
、
生
活
・
健
康
等
に
関
す
る
相
談
や
、

安
否
確
認
、
緊
急
事
態
へ
の
対
応
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

■対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
身

体
虚
弱
な
方
（
要
支
援
も
し
く
は
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
に
該
当
す
る
方
）、
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
・
２
級
を
所
持
す
る
一
人
暮
ら
し
の
方

■申
高
齢
者
…
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

本
所
長
寿
介
護
課
☎
29
‐
４
１
８
０
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

障
害
の
あ
る

方
…
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
７
３
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
寝
具
類

の
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ
ス

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の

み
の
市
民
税
非
課
税
世
帯

②
寝
具
類
の
衛

生
管
理
が
困
難

③
要
支
援
も
し
く
は
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
介
護
予
防

・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
該
当
す
る

■内
市
が
委
託
し
た

業
者
が
寝
具
（
掛
布
団
・
敷
布
団
・
毛
布
・

マ
ッ
ト
レ
ス
）
を
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
（
１

人
年
２
回
ま
で
。
１
回
に
つ
き
３
点
ま
で
）

■
自
己
負
担

実
施
に
要
し
た
費
用
の
１
割

相
当

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本

所
長
寿
介
護
課
☎
29
‐
４
１
８
０
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
免
除
に
つ
い
て

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者

②
出
産
日
が
平
成
31
年

２
月
１
日
以
降

③
妊
娠
85
日
以
上
の
出
産

（
死
産
・
流
産
・
早
産
を
含
む
）
■
届
出

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら

■
免
除
期

間

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る

月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間
（
多
胎
妊
娠
の
場

住民税非課税世帯及び家計急変世帯の世帯主に対し、現金10万円を給付します

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金

■対次の①・②のいずれかに該当する方
①住民税非課税世帯…令和３年12月10日時点で
世帯全員の令和３年度の住民税が非課税、また
は４年度の住民税が非課税の世帯
②家計急変世帯…令和４年１月以降に収入が激減
した世帯
※   ただし、①②とも世帯全員が、住民税が課税され

ている他の親族等に扶養されている場合を除く。
※ 令和３年度からの継続事業であるため、既に本
給付金を支給された方は対象外です。

■申① 対象と思われる方に、６月上旬以降確認書をお
送りします。内容を確認し、返信してください

　②９月30日○金まで随時申請を受け付けます。詳し
　　くは市HPをご覧ください

■問本所福祉課☎35‐1285

低所得の子育て世帯を支援するため、児童１人当たり５万円を給付します

子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）

■対ひとり親世帯で、次の①～③のいずれかに該当す
る方
① 令和４年４月分の児童扶養手当を受給している
② 公的年金等を受給していることにより、令和４
年４月分の児童扶養手当を受給していない
③新型コロナウイルス感染症の影響により、収入
が児童扶養手当受給者と同じ水準となった

■ 支給額　児童１人当たり５万円額

■申▷ 令和４年４月分の児童扶養手当を受給した方…
申請不要（６月30日○木に手当の登録口座に支
給）
▷ 上記以外の方…申請必要（７月１日○金～来年２
月28日○火）

■他ひとり親世帯以外の子育て世帯については改めて
お知らせします

■問本所子育て推進課☎35‐1291
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若者世帯の住宅の新築に補助します

つるおか住宅活性化ネットワーク 若者世帯新築支援事業
■申本所建築課内「つるおか住宅活性化ネットワーク」事務局☎35‐1432

■対象
次の①②の両方に該当する世帯先着22件
　①市内に自ら居住するつるおか住宅を新築する若
者世帯
　▷つるおか住宅：鶴岡産の木材を使い、市内の
　　設計・建築業者が建てる住宅
　▷若者世帯：世帯主またはその配偶者のどちら
　　かが45歳未満である世帯
② 移住世帯、婚姻世帯、子育て世帯のいずれかの
世帯
　▷移住世帯：平成29年４月１日以降に市内に
　　 転入した世帯、または実績報告書提出までに
転入する世帯

　　▷ 婚姻世帯：平成29年４月１日以降に婚姻し
た世帯、または実績報告書提出までに婚姻す
る世帯

　　▷子育て世帯：小学校卒業前の子供がいる世帯
※ ほかにも要件があります。詳細は要問合せ。
■補助額
　基本額…20万円　移住世帯加算額…15万円（先
　着10件）　職人技能加算…５万円（先着８件）
■募集期間 10月28日○金まで
※ 予算の範囲内で行うため、募集期間中に終了する
場合があります。
※ 申請書類やパンフレットは同ネットワークHPから
ダウンロードすることもできます。

あなたのまちで「介護予防・介護保険」のお話を聞いてみませんか

介護予防・介護保険の出前講座を行っています
■申介護予防（フレイル予防）講座…本所長寿介護課☎29‐4180
　 介護保険出前教室…同課☎35‐1289

介護予防（フレイル予防）講座

介護予防の知識や栄養・運動等について楽しく学
びます。
■対　象　 65歳以上の方を含む老人クラブやサロ象

ン、サークル等
■内　容　 いきいき百歳体操の体験、フレイル予防、

高齢期の健康管理、お口の健康、認知症
予防など（約１時間）

■申込み　 開催日の調整を行いますので、開催希望
日の１か月前までお申し込みください

介護保険出前教室

　介護保険に関する「知っておきたいあらゆる情報」
を分かりやすくお伝えします。
■対　象　 各地区の役員、地域住民、各種団体、職象

域などのグループ
■内　容　 「そもそも介護保険とは」「介護保険料の

しくみ」「サービスや手続きは？」など
（30分～１時間30分）

■申込み　 開催日の調整を行いますので、開催希望
日の２週間前までお申し込みください

夫婦ともに29歳以下の場合最大60万円（39歳以下の場合最大30万円）を補助します

鶴岡市結婚新生活支援事業
■申本所地域振興課☎35‐1191

■対象
 令和４年度中に婚姻し、次の①②に該当する世帯
① 対象となる住宅が市内にあり、かつ当該住宅に
住民登録がある

② 夫婦ともに年齢が39歳以下で、所得が２人合
わせて400万円未満である

■対象経費

　 住宅賃貸費用（家賃・敷金・礼金・共益費）、引
っ越し費用
　※既に同居している場合は、婚姻後の経費が対象
■補助上限額
30万円（夫婦ともに29歳以下の場合は60万円）
■受付期間 ６月１日○水～来年３月31日○金
※詳細は市HPをご覧ください。
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わ
っ
た
場
合
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

■持
新
し
い
健
康
保
険
証
、
福
祉
医
療
証
、
窓

口
に
来
る
方
の
本
人
確
認
書
類

▼
限
度
額
適
用
認
定
証

入
院
な
ど
で
医
療

費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
保

険
者
に
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
を
行
い
、

医
療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
に

よ
り
、
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

■申
各
医
療
保
険
者
（
市
〈
国
民
健
康
保
険
〉、

各
健
康
保
険
組
合
等
）

▼
高
額
療
養
費
代
理
請
求
・
返
還
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
る
方

に
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
提
出
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

保
険
者
か
ら
被
保
険
者
の
方
に
高
額
療
養
費

が
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
福
祉
医
療
負
担
分

の
返
還
が
必
要
で
す
。

▼
共
通　

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２

９
２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

６
月
は
児
童
手
当
の

支
給
月
で
す

　

児
童
手
当
は
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
年
３
回
（
６
月
・
10

月
・
２
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
６
月
に
支
給

さ
れ
る
児
童
手
当
は
、
２
月
〜
５
月
分
で
、

６
月
15
日
○水
が
支
給
日
で
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
35
‐
１
２
９
１
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す

る
月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間
）
■問
鶴

岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本
所
国

保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

重
度
心
身
障
害（
児
）者
医
療

証
更
新
の
お
知
ら
せ

現
在
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、

受
給
資
格
要
件
、
所
得
要
件
の
確
認
を
行
い
、

対
象
と
な
る
場
合
は
６
月
30
日
○木
ま
で
に
医

療
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

前
年
度
ま
で
非
該
当
だ
っ
た
方
な
ど
、
新

た
に
医
療
証
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

保
険
証
、
印
鑑
、
障
害
者
手
帳
等
、
窓
口
に

来
る
方
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
の
上
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

福
祉
医
療
証
（
身○
・
子○
・
親○
）

を
お
持
ち
の
方
へ

▼
医
療
費
の
払
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す

県

外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
は
、
医
療

機
関
窓
口
で
の
助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
請
に
よ
り
払
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■持
領
収
書
、
健
康
保
険
証
、
福
祉
医
療
証
、

通
帳
（
未
成
年
の
場
合
は
健
康
保
険
で
扶
養

し
て
い
る
方
名
義
の
も
の
）、
窓
口
に
来
る

方
の
本
人
確
認
書
類

▼
健
康
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
は
手
続
き

が
必
要
で
す

福
祉
医
療
証
は
、
保
険
証
と

一
緒
に
使
用
す
る
も
の
で
す
。
保
険
証
が
変

の
模
様
が
あ
る
蚊
で
す
。
デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ

熱
を
発
症
し
た
人
を
刺
す
と
、
そ
の
蚊
が
ウ

イ
ル
ス
を
媒
介
し
感
染
が
広
が
り
ま
す
。

▼
生
態

５
月
中
旬
か
ら
10
月
下
旬
頃
ま
で

活
動
し
、
特
に
日
中
に
吸
血
し
ま
す
。
雑
木

林
や
竹
林
等
で
繁
殖
し
、
や
ぶ
や
墓
地
、
公

園
な
ど
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

小
さ
な
水
た
ま
り
を

好
ん
で
卵
を
産
み
付
け
ま
す
。
容
器
類
や
古

タ
イ
ヤ
、
植
木
鉢
の
受
け
皿
、
放
置
さ
れ
た

お
も
ち
ゃ
等
に
雨
水
が
た
ま
っ
て
ボ
ウ
フ
ラ

が
発
生
し
な
い
よ
う
水
の
除
去
・
清
掃
を
し

ま
し
ょ
う
。
や
ぶ
や
草
む
ら
は
定
期
的
に
草

を
刈
る
な
ど
、
蚊
が
潜
む
場
所
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。
屋
外
で
の
作
業
時
は
、
長
袖
・
長

ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、
防
虫
用
品
を
使
用
す
る

な
ど
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）☎
25
‐
２
７
３
１

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

６
月
〜
９
月
は
食
中
毒
の
多
発
時
期
で
す
。

▼
食
品
は
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う

目
安

は
中
心
部
分
の
温
度
が
75
℃
で
１
分
間
以
上

で
す
。

▼
使
用
し
た
調
理
器
具
は
洗
剤
で
よ
く
洗
い

ま
し
ょ
う

生
肉
・
魚
を
扱
っ
た
後
は
更
に

熱
湯
を
掛
け
る
な
ど
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

▼
手
洗
い
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う

調
理
や

食
事
の
前
、
ト
イ
レ
、
お
む
つ
交
換
、
生
肉

・
魚
を
扱
っ
た
後
は
石
け
ん
で
手
を
よ
く
洗

い
ま
し
ょ
う
。

▼
飲
用
や
野
菜
・
食
器
洗
浄
用
に
井
戸
水
の

使
用
は
控
え
ま
し
ょ
う

梅
雨
の
時
期
は
雑

税
・
生
活
・
そ
の
他

６
月
10
日
に
お
送
り
す
る
市
・
県
民

税
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

６
月
10
日
○金
に
市
・
県
民
税
納
税
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
市
・
県

民
税
は
昨
年
中
の
所
得
を
基
に
計
算
さ
れ
、

今
年
１
月
１
日
に
住
民
登
録
が
あ
っ
た
市
区

町
村
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

■対
普
通
徴
収
及
び
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
の
方

■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
６
３

■他
市
HP

▼
市
・
県
民
税
等
、
市
税
の
納
付
は
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す

納
付
書
払
い
か
ら
口

座
振
替
に
変
更
し
た
い
方
は
、
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
で
手
続
き
で
き
ま
す
。
ま
た
、
納

付
書
払
い
の
方
は
、
各
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ

ニ
、
一
部
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

で
納
付
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
の
方
は
、
口
座
振
替
や
納
付
書
払

い
に
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

令
和
４
年
度
の
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

納
税
証
明
書（
車
検
用
）を
お
送
り
し
ま
す

■日
６
月
中
旬
ま
で

■対
車
検
が
必
要
な
車
両

の
軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納
付
し
た
方

■問
本
所
納
税
課
☎
35
‐
１
１
８
３

ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
の
対
策
を

し
ま
し
ょ
う

▼
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
と
は

体
長
４
・
５
㎜

程
度
で
、
背
中
に
１
本
の
白
い
線
と
Ｗ
字
状

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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時
30
分
…
加
茂
海
岸

▼
７
月
10
日
○日

▽

午
前
６
時
〜
７
時
…
小
波
渡
海
岸

■問
海
岸

地
域
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

土
地
売
買
の
際
は
地
価
公
示

価
格
を
参
考
に

地
価
公
示
と
は
、
県
内
の
都
市
計
画
区
域

内
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地

（
標
準
地
。
市
内
17
地
点
）
を
選
ん
で
、
そ

の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。
売

買
対
象
地
の
条
件
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
土

地
の
お
お
よ
そ
の
適
正
価
格
が
分
か
り
ま
す
。

地
価
公
示
書
は
、
本
所
土
木
課
☎
35
‐
１

４
２
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
で

閲
覧
で
き
、
県
HP
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

農
薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

農
薬
を
使
用
す
る

と
き
は
、
マ
ス
ク
や

ゴ
ム
手
袋
を
着
用
し
、

使
用
法
・
使
用
量
を

守
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
風
向
き
等
に
注

意
し
、
住
宅
地
等
へ

の
飛
散
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
７
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
農
用

地
等
の
借
り
手
を
募
集
し
ま
す

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
や
新
規
就
農
等
を

計
画
し
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
の
農
用

地
等
の
借
受
け
を
新
た
に
希
望
す
る
方
を
募

を
お
願
い
し
ま
す
。）

▼
産
業
廃
棄
物

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
金

属
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
な
ど
は
、
産
業
廃
棄

物
処
理
業
許
可
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
（
有
料
）。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「
川
や
海
を
き
れ
い
に
」
河
川
・
海
岸
一
斉
清
掃

■
河
川
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）

▼
６
月
26
日
○日

▽
午
前
６
時
〜
８
時
…
鶴

岡
地
域
【
大
戸
川
（
国
道
７
号
〈
大
荒
〉
〜

火
打
崎
橋
）、
矢
引
川
（
県
道
三
瀬
水
沢
線

〈
矢
引
〉
〜
国
道
７
号
〈
大
荒
〉）】
▼
７
月

３
日
○日

▽
午
前
５
時
〜
７
時
…
櫛
引
地
域

【
田
沢
川
、
角
田
川
、
水
無
川
、
相
模
川
、

山
谷
川
、
馬
渡
川
】
▽
午
前
６
時
〜
７
時

…
鶴
岡
地
域
【
大
山
川
（
石
山
橋
〜
新
橋
）

（
坂
野
下
〜
新
橋
）、
少
連
寺
川
（
少
連
寺
〜

大
山
川
合
流
点
）、
砂
谷
川
（
砂
谷
〜
東
目
）、

三
瀬
川（
水
無
〜
三
瀬
川
河
口
）、降
矢
川（
三

瀬
地
内
）、
降
矢
川
（
中
山
地
内
）、
藤
倉
川

（
中
山
地
内
）、
大
戸
川
（
大
広
〜
国
道
７
号

〈
大
荒
〉）】、
藤
島
地
域
【
藤
島
川
】、
羽
黒

地
域
【
藤
島
川
、
今
野
川
、
黒
瀬
川
、
小
黒

川
】、
朝
日
地
域
【
赤
川
、
上
田
沢
川
、
青

竜
川
、倉
沢
川
、戸
沢
川
等
】、温
海
地
域
【
五

十
川
、温
海
川
、庄
内
小
国
川
、鼠
ヶ
関
川
等
】

■問
本
所
土
木
課
☎
35
‐
１
４
０
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

■
海
岸
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）

▼
７
月
３
日
○日

▽
午
前
６
時
〜
８
時
…
浜

千
鳥
海
岸
〜
鼠
ヶ
関
海
岸

▽
午
前
６
時
〜

７
時
…
三
瀬
海
岸

▽
午
前
６
時
30
分
〜
８

集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象
区
域

市
全
域

■申
来
年
２
月

28
日
○火
ま
で
農
業
委
員
会
事
務
局
（
藤
島
庁

舎
）
☎
64
‐
５
８
６
０
、
農
業
委
員
会
各
分

室
ま
た
は
Ｊ
Ａ
鶴
岡
・
庄
内
た
が
わ
本
所
・

各
支
所
へ

■他
市
HP

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査

計
量
法
に
よ
っ
て
２
年
に
１
回
の
定
期
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■場
・
■日
▽
由
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
…

７
月
４
日
○月
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
加
茂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
…
４
日
○月

午
後
１
時
〜
２
時

▽
湯
野
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
…
４
日
○月
午
後
２
時
30
分
〜
３

時
30
分

▽
農
村
セ
ン
タ
ー
…
５
日
○火
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽
出
羽
商
工

会
本
所
…
６
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２

時
30
分

▽
市
役
所
本
所
車
庫
棟
…
７
日
○木

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
、
８
日
○金

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分
、
11
日
○月

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
、
12
日
○火

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
、
13
日
○水

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

■
検
査
手
数
料

１
台
３
０
０
円
〜
２
、
３

０
０
円

■問
本
所
商
工
課
☎
35
‐
１
２
９
９

■他
藤
島
・
羽
黒
・
櫛
引
・
朝
日
・
温
海
地
域

は
９
月
に
実
施
予
定

浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
、

法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

浄
化
槽
を
お
持
ち
の
方（
浄
化
槽
管
理
者
）

は
、
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
に
よ
る
保
守
点

菌
が
混
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

▼
症
状
が
出
た
ら
直
ち
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

感
染
者
の
約
半
数
は
、
数
日
の
潜
伏
期
間
を

お
い
て
頻
回
の
水
様
便
の
症
状
が
出
ま
す
。

激
し
い
腹
痛
や
血
便
な
ど
重
症
化
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
重

症
化
し
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
有
毒
植
物
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

山
菜
は

知
っ
て
い
る
も
の
だ
け
を
採
取
し
、
特
に
生

え
始
め
の
山
菜
は
有
毒
植
物
と
区
別
が
難
し

い
の
で
慎
重
に
採
取
し
ま
し
ょ
う
。
有
毒
植

物
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
調
理

前
も
十
分
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
吐
き
気
や
し

び
れ
等
の
異
常
が
現
れ
た
ら
残
品
を
持
っ
て

早
急
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）☎
25
‐
２
７
３
１

事
業
系
ご
み
は
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん

会
社
や
商
店
、
飲
食
店
、
医
院
、
農
林
漁

業
な
ど
の
事
業
活
動
で
生
じ
た
ご
み
は
、
次

の
区
分
ご
と
に
、
事
業
者
自
ら
の
責
任
で
適

正
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
事
業
系
一
般
廃
棄
物

紙
く
ず
や
木
く
ず
、

生
ご
み
等
は
、
ご
み
焼
却
施
設
に
搬
入
す
る

か
、
一
般
廃
棄
物
処
理
業
許
可
業
者
（
２
次

元
コ
ー
ド
参
照
）
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
（
ど
ち
ら
も
有
料
）。
ご
み
焼
却
施
設

に
搬
入
す
る
場
合
、
透
明
ま
た

は
半
透
明
の
中
身
が
確
認
で
き

る
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
古
紙
類
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
も
の

は
資
源
回
収
業
者
に
引
き
取
り
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
み
減
量
へ
の
ご
協
力

■ ■ ■ ■ ■ 　　　 ■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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た
だ
い
た
全
額
を
日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支

部
に
送
金
し
ま
し
た
。
国
内
外
で
の
災
害
対

応
、
復
興
支
援
、
防
災
活
動
な
ど
に
有
効
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
災
害
等
資
金
積
立
金
会
計

■
令
和
３
年

度
末
積
立
金
残
高

１
９
８
万
８
、
８
９
２

円▽
会
計
決
算

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

保
の
重
要
性
は
増
大
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
施
設
で
の
火
災
・
流
出
事
故
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
危
険
物
を
取
り
扱
う

事
業
所
は
、
自
主
保
安
体
制
を
再
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
灯
油
な

ど
の
危
険
物
を
取
り
扱
う
場
合
は
流
出
さ
せ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

６
月
23
日
〜
29
日
は

男
女
共
同
参
画
週
間

『「
あ
な
た
ら
し
い
」
を
築
く
、「
あ
た
ら

し
い
」
社
会
へ
』。
男
性
と
女
性
が
、職
場
で
、

学
校
で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
の

周
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
35
‐
１
１
８
４

日
本
赤
十
字
社
鶴
岡
市
地
区
か

ら
の
お
知
ら
せ

▼
６
月
・
７
月
は
「
会
員
増
強
運
動
月
間
」

期
間
中
、
会
員
加
入
と
会
費
の
増
収
に
向
け

て
活
動
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
決
算
・
活
動
報
告

▽
会
費
収
納
会
計

■
会
費
合
計

２
、
２

１
３
万
７
、
６
０
０
円

■
会
員
数

個
人

…
２
万
８
、
９
１
８
人

法
人
…
５
２
９
件

▽
義
援
金
収
納
合
計

■
義
援
金
合
計

54

万
５
、
２
８
８
円

多
額
の
会
費
・
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
協
力
い

６
月
は
環
境
月
間

６
月
５
日
は
環
境
の
日

環
境
問
題
は
誰
か
が
解
決
し
て
く
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

を
設
置
す
る
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
掛
け
る
、

き
ち
ん
と
ご
み
の
分
別
を
す
る
、
で
き
る
だ

け
宅
配
便
を
１
回
で
受
け
取
る
な
ど
、
一
つ

ひ
と
つ
は
小
さ
な
こ
と
で
も
み
ん
な
で
取
り

組
む
と
大
き
な
結
果

に
つ
な
が
り
ま
す
。

身
近
で
で
き
る
環
境

に
優
し
い
こ
と
か
ら

一
緒
に
始
め
ま
し
ょ

う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
35

‐
１
２
４
７

大
切
な
水
と
一
緒
に
暮
ら
す
日
々

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間

鶴
岡
市
水
道
事
業
で
は
、
本
市
と
三
川
町

に
１
日
平
均
４
万
４
、
０
５
３
㎥
の
水
を
供

給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
量
の
水
を
送
る
水

道
事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
頂
く
水
道
料
金
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
私
た

ち
の
生
活
や
産
業
活
動
に
不
可
欠
な
水
道
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

一
連
の
確
か
な
所
作
で
無
災
害

６
月
５
日
〜
11
日
は
危
険
物
安
全
週
間

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物
は
、
事

業
所
等
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、

市
民
生
活
に
も
深
く
浸
透
し
、
そ
の
安
全
確

検
や
浄
化
槽
清
掃
許
可
業
者
に
よ
る
清
掃
の

ほ
か
、
県
の
指
定
検
査
機
関
（
山
形
県
水
質

保
全
協
会
☎
０
２
３
７
‐
48
‐
２
４
６
９
）

に
よ
る
年
１
回
の
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
環
境
を
守

る
た
め
必
ず
実
施
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

津
波
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

し
ま
す

津
波
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
津
波
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

訓
練
当
日
は
、
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン
や

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
放
送
、
市
全
域
で
携
帯
電
話

に
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
ま
す
が
、

災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
こ
の
伝
達
訓
練
に
合
わ
せ
て
海
岸

部
の
各
地
区
で
避
難
訓
練
を
行
う
予
定
で
す

の
で
、
海
岸
部
に
お
住
ま
い
の
方
は
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■日
７
月
１
日
○金
午
後
２
時

■
対
象
地
域

市
内
海
岸
部
の
地
区

■問
本
所
防
災
安
全
課

☎
35
‐
１
２
０
４

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

６
月
は
雨
の
日
が
多
く
、
土
砂
崩
れ
等
の

災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
気
象
情

報
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
自
宅
の
裏
山
を

見
回
る
な
ど
身
の
周
り
に
危
険
な
箇
所
が
な

い
か
点
検
し
、
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

県支部支出金県支部支出金

鶴岡市地区会計

歳 入
470万4,018円

鶴岡市地区会計

歳 出
470万4,018円

171万1,44949円171万1,449円

人件費人件費
50万3,950円50万3,950万3,950円

会等への治会会等への治 等への自治会治会会治会等自治 等自治会等への

の９％）（収納額（ の収納 の収 の９収納 ）（収納額（収納額の９％）
6,752円187万66,752687万6 円18187万6,752円

海浜救護所助成金
３万5,000円３万5,000円積立金取崩額

10万6,965円

日赤奉仕団・JRC・日赤奉仕団・JRC・

1円1円
災害見舞金・
避難所資材等
22万1,827円

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

羽黒 松ヶ岡桜まつり・シルクミライ館オープン

＜松ヶ岡開墾場＞

３年ぶりの開催となった同まつりを訪れた人々
は、満開の桜の下で食のイベントなどを楽しみ
ました。また、16日には同開墾場内の四番蚕室

４.16
 ・17

が絹織物体験施設「シルクミライ館」としてリ
ニューアルオープン。本市の絹の歴史と文化を、
見て、触って、学ぶことができます。

５.１
～

11月中旬

ようやく雪もとけ、今年も来館者を迎え入れて
います。幻の巨大魚「タキタロウ」の資料展示
を見たり、友人同士で魚釣りを楽しんだり、大

鳥の自然を満喫することができる施設です。大
鳥川のせせらぎが聞こえてくる食堂では、釣っ
た魚を塩焼きにして食べることもできます。

朝日 タキタロウ館オープン

＜タキタロウ館＞
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藤島 ふじの花芸術文化展

藤島を彩る「藤の花」をテーマとした絵
画やちぎり絵を展示。来場者は、色鮮や
かな作品に魅了されていました。

５.11
～17

　　　　　　　　　　　　＜藤島地区地域活動センター＞

櫛引 早朝ウォーキングと朝スパ

やすらぎ公園で健康作り。会話を楽しみ
ながら約4.5㎞のコースで爽やかな汗を
流した後、ゆっくり温泉につかりました。

４.23

                                        ＜写真：やすらぎ公園＞

鶴岡 鶴ヶ岡城跡馬出遺構発見報告会

昨年12月の発見時の状況や出土した金
峯石について、市の職員が解説。参加者
は、江戸時代のお城の名残に触れました。

４.27

　　　　　　　　　　＜鶴岡公園＞

鶴岡 ほとりあワークショップ「下池でボート遊び」

２日間で親子連れなど110人が参加しま
した。晴れ渡った空に爽やかな風。水上
から眺める高館山は違った趣があります。

５.４
   ・５

　　　　　　　　　　　＜大山下池＞

温海 しゃりんキッチンカー・クラフトイベント

地元惣
そう

菜店やキッチンカー、クラフト店
が集合。クラフト体験では、子供たちが
小物入れの飾り付けなどを楽しみました。

４.29
・30

　　　　　　　　　　　　＜道の駅「あつみ」しゃりん＞

鶴岡 歴史シンポジウム「酒井家草創～庄内藩主への道程～」

徳川四天王筆頭と称された初代酒井忠次
や２代家次、３代忠勝について、戦国史
や徳川氏の研究者５人が語らいました。

５.７

　　　　　　　　　　　＜荘銀タクト鶴岡＞
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ス
テ
ラ
の
会
・
星
を
見
る
会

七
夕
の
星
は
ど
れ
？

■日
７
月
７
日
○木
午
後
７
時
30
分

■場
中
央
公

民
館

■内
解
説
、
観
望

■費
１
０
０
円

■持

懐
中
電
灯

■他
資
料
を
希
望
す
る
方
は
１
０

０
円
。
中
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

Ｊ
Ｔ
の
森　

鶴
岡

森
づ
く
り
活
動

■日
７
月
９
日
○土
午
前
９
時
（
森
林
公
園
い
こ

い
の
村
公
園
駐
車
場
集
合
）
■内
枝
打
ち
作

業
等

■持
軍
手
等

■申
6
月
17
日
○金
ま
で
本

所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９
８
へ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

無
料
体
験
教
室

■日
６
月
13
日
○月
・
27
日
○月
午
後
２
時

■場
小

真
木
原
公
園　

■対
市
内
在
住
の
成
人
先
着
５

人　

■問
鶴
岡
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

協
会
（
田
原
）
☎
０
８
０
‐
１
８
４
４
‐
７

９
５
３

■他
用
具
貸
出
し
あ
り

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）
■日
６
月
13
日
○月
、
７
月
11
日
○月
午
後

７
時

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）
■日

６
月
・
７
月
の
毎
週
２
回

■時
午
後
２
時
・

致
道
館
文
化
講
演
会

■日
6
月
25
日
○土
午
後
２
時
30
分

■場
勤
労
者

会
館

■定
先
着
70
人

■内「
戊
辰
戦
争
に
お

け
る
庄
内
藩
‐
そ
の
装
備
に
着
目
し
て
‐
」

門
松
秀
樹
氏
（
公
益
大
准
教
授
）

ま
る
ご
と
体
験
「
し
な
織
の
里
関
川
」

し
な
の
皮
は
ぎ
体
験

■日
６
月
26
日
○日
午
前
９
時　

■場
関
川
し
な
織

セ
ン
タ
ー
等　

■対
高
校
生
以
上
先
着
12
人

■内
し
な
の
木
の
保
育
活
動
、
皮
は
ぎ
体
験
等

■費
５
０
０
円　

■申
６
月
20
日
○月
ま
で
関
川
自

治
会
☎
47
‐
２
５
０
２
へ

県
地
域
史
研
究
協
議
会

総
会
・
研
究
大
会

■日
７
月
３
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
40
分

■場
東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡

■内
庄
内
４
０
０

年
の
焼
畑
史
か
ら
見
え
て
く
る
地
域
性
の
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク

■師
渡
辺
理
絵
氏
（
山
大
農
学

部
准
教
授
）
■費
１
、
０
０
０
円

■申
本
所

総
務
課
☎
35
‐
１
１
１
４

出
羽
庄
内
国
際
村
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

中
国
・
海
南
編

■日
７
月
３
日
○日
午
後
３
時

■定
40
人

■内
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
ア
プ
リ
を
使
っ
た
ツ
ア
ー

■
ガ
イ
ガ

ド

湯
水
栄
氏
（
中
国
・
海
南
在
住
）、
呂

仁
龍
氏
（
同
）
■費
１
ア
カ
ウ
ン
ト
１
、
０

０
０
円
（
複
数
人
で
の
参
加
可
）
■申
出
羽

庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０
０

東
川
翼
（
ギ
タ
ー
）、
保
多
由
子
（
メ
ゾ
ソ

プ
ラ
ノ
）、
フ
ロ
ー
レ
ス
・
デ
ュ
オ
（
フ
ォ

ル
ク
ロ
ー
レ
）、
菊
地
も
な
み
（
コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
）
■費
大
人
…
３
、
０
０

０
円

高
校
生
…
１
、
０
０
０
円

中
学
生

…
５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）
■他
雨

天
時
は
人
数
を
制
限
し
て
屋
内
で
実
施
（
入

場
は
先
着
順
）

朝
日
地
域
産
食
材
を
使
っ
た
料
理
バ
イ
キ
ン
グ　
　
　
　
　
　

山
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■日
６
月
５
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

■費
１
皿
１
０
０
円
（
持
ち
帰
り
制
）
■場
・

■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４
５
５

佐
々
木
麻
子
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

コ
レ
・
ダ
ヴ
ァ
・
ワ
ガ
ル
ナ
ー
ダ

■日
６
月
12
日
○日
午
後
２
時

■場
中
央
公
民
館

■
出
演

佐
々
木
麻
子
、
大
槻
聡
之
介
（
バ

リ
ト
ン
）、
渡
辺
啓
介
（
ピ
ア
ノ
）
■費
大
人

…
３
、
０
０
０
円

高
校
生
以
下
…
５
０
０

円

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

八
文
字
屋
鶴
岡

店
、
鶴
岡
楽
器
㈱

■問
佐
々
木
麻
子
オ
ペ
ラ

制
作
委
員
会
☎
０
５
０
‐
３
６
３
２
‐
６
６

５
９

■他
未
就
学
児
入
場
不
可

吟
行
（
俳
句
会
）
〜
頭
と
体
を
健
康
に
〜

俳
句
で
ハ
イ
ク

■日
６
月
17
日
○金
午
後
1
時
（
藤
島
地
区
地
域

活
動
セ
ン
タ
ー
集
合
）
■定
30
人

■内
長
沼

地
域
の
散
策
と
吟
行
等

■師
阿
部
月
山
子
氏

（
藤
島
俳
句
会
会
長
）
■申
長
沼
温
泉
ぽ
っ
ぽ

の
湯
☎
64
‐
４
１
２
６

催
し

あ
つ
み
温
泉
体
験
工
房　
　
　

「
遊
っ
た
り
や
」
オ
ー
プ
ン

■日
６
月
4
日
○土
か
ら
（
完
全
予
約
制
。
日
時

は
問
合
せ
）
■場
出
羽
商
工
会
温
海
支
所
等

■内
し
な
布
の
し
お
り
・
ビ
ー
ズ
・
ハ
ー
ブ
せ

っ
け
ん
作
り
、か
ぶ
漬
け
体
験
（
季
節
限
定
）

等

■費
３
０
０
円
か
ら

■問
同
支
所
内
あ
つ

み
湯
け
む
り
女
子
会
☎
43
‐
２
４
１
１

大
鳥
音
楽
祭

■日
６
月
４
日
○土
正
午

■場
大
鳥
自
然
の
家

■
出
演

小
川
紀
美
代
（
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
）、

つつるおか
情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎35-1117へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。申があるものは事前の申込みが必要
です。

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ
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ロ
コ
ミ
ン
ト
ク
ラ
ブ　
　
　
　

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
会
員
募
集

■日
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時

■場
櫛
引
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

■費
年
額
５
０
０
円

■他
運
動

が
苦
手
な
方
歓
迎

子
育
て
・
子
供
向
け

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型
遊
び

場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）
■日
６

月
５
日
○日
、
７
月
９
日
○土
午
前
９
時
〜
正
午

■場
に
こ
♥

ふ
る

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋

■日
①
６
月
13
日

○月

②
７
月
14
日
○木

■時
午
前
10
時

■場
に

こ
♥

ふ
る

■対
未
就
園
児
（
①
令
和
３
年
12

月
〜
４
年
２
月
生
ま
れ

②
４
年
１
月
〜
３

月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産

を
迎
え
る
妊
婦
各
日
先
着
25
組

■内
①
触
れ

合
い
遊
び

②
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
■師
上

野
和
佳
氏
）
■持
バ
ス
タ
オ
ル

■申
①
６
月

８
日
○水
ま
で

②
６
月
28
日
○火
〜
７
月
11
日

○月▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場

■日
①
６
月
27
日
○月

②
７
月
26
日
○火

■時
午
前
10
時

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
未
就
園
児
（
①
令
和
３
年
６
月
〜

11
月
生
ま
れ

②
７
月
〜
12
月
生
ま
れ
）
と

そ
の
保
護
者
各
日
先
着
25
組

■内
①
歯
の

お
話
（
■師
歯
科
医
師
）
②
赤
ち
ゃ
ん
体
操

（
■師
上
野
和
佳
氏
）
■持
バ
ス
タ
オ
ル

■申
①

認
知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■日
7
月
７
日
○木
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、
専
門
職
と

の
交
流
や
相
談
、
介
護
者
交
流

■申
７
月
５

日
○火
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
29
‐
４
１
８

０
へ認

知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
７
月
９
日
○土
午
後
１
時
30
分

■場
に
こ
♥

ふ
る

■内
講
演
「
認
知
症
と
い
う
病
気
」
丸

谷
宏
（
荘
内
病
院
神
経
内
科
主
任
医
長
）

■申
７
月
７
日
○木
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
29

‐
４
１
８
０
へ

滝
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

十
二
滝
で
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
感
じ
よ
う

■日
７
月
16
日
○土
午
前
７
時
（
小
真
木
原
公
園

集
合
）
■場
十
二
滝
（
酒
田
市
）
■定
先
着
15

人

■費
３
、
０
０
０
円　

■申
６
月
７
日
○火
か

ら
鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
25
‐

８
１
３
１
へ

幼
児
か
ら
大
人
ま
で　
　
　
　
　
　

空
手
教
室
会
員
募
集

■日
・
■場
火
曜
・
木
曜
日
…
朝
暘
二
小
体
育
館

金
曜
日
…
朝
暘
武
道
館
（
月
１
・
２
回
）

土
曜
日
…
友
江
道
場

■時
午
後
６
時
45
分

■費
月
額
３
、
０
０
０
円
（
別
途
入
団
費
・
保

険
料
）
■申
直
接
会
場
へ

■問
荘
内
空
心
会

（
阿
部
）ku_shin1966@

yahoo.co.
jp

■他
１
か
月
無
料
体
験
入
会
あ
り

■日
６
月
25
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所
本

所
集
合〈
現
地
集
合
不
可
。全
員
バ
ス
利
用
〉）

■場
油
戸
駐
車
場
↓
荒
倉
山
↓
白
山
島
↓
由
良

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
7
㎞
）
■費
１
、

0
０
０
円
（
中
学
生
以
下
５
０
０
円
）
■申

６
月
13
日
○月
〜
20
日
○月

▼
日
本
海
と
湯
け
む
り
の
里
を
訪
ね
て

■日

７
月
16
日
○土
午
前
８
時
40
分
（
温
海
温
泉
林

業
セ
ン
タ
ー
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時

に
市
役
所
本
所
発
〈
要
予
約
。
先
着
35
人
〉）

■場
同
セ
ン
タ
ー
↓
越
路
峠
↓
天
魄
山
↓
あ
つ

み
温
泉
地
内
（
７
・
５
㎞
）
■費
１
、
0
０

０
円
（
中
学
生
以
下
５
０
０
円
）
■申
７
月

４
日
○月
〜
11
日
○月

▼
共
通

■定
50
人

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐

８
１
３
１

■他
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

が
ん
患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
の
た
め
の
交
流
会

ほ
っ
と
広
場

■日
６
月
18
日
○土
午
後
１
時
30
分

■場
荘
内
病

院

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
先
着
20
人

■内
ミ
ニ
講
話
と
太
極
拳

■申
同
院
内
緩
和
ケ

ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐

５
１
８
０

障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
に
こ
こ
ろ
」

障
害
の
あ
る
方
の
家
族
交
流
会

■日
７
月
４
日
○月
午
前
10
時

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
市
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
方
の
家
族
20
人　

■内
市
の
地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業
の
概
要
説

明
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

■申
６
月
24
日
○金

ま
で
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
９
４
ま
た
は
FAX
25
‐
２

４
７
６
へ

■他
市
HP

７
時

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）
■日

６
月
９
日
○木
、
７
月
14
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）
■日
６
月
21
日
○火
午
後
２
時
30
分
、

７
月
19
日
○火
午
後
７
時　

▼
共
通

■対
中
学
生
以
上

■費
３
１
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

家
族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い

■日
６
月
15
日
○水
午
前
10
時

■場
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
■内
ミ
ニ
講
話

「
排
泄
ケ
ア
に
つ
い
て
」、
交
流
会　

■申
６
月

８
日
○水
ま
で
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33
‐
８
７
３
０

へ
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

利
用
資
格
講
習
会

■日
６
月
17
日
○金
、
７
月
６
日
○水
・
22
日
○金
、

８
月
３
日
○水
午
後
７
時

■対
高
校
生
以
上

■費
３
１
０
円

■場
・
■申
藤
島
体
育
館
☎
64
‐

２
１
４
３

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
さ
く
ら
ん
ぼ
の
里
を
歩
く

■日
６
月
18
日

○土
午
前
８
時
45
分
（
櫛
引
南
小
集
合
。
送
迎

バ
ス
は
午
前
８
時
30
分
に
市
役
所
本
所
発

〈
要
予
約
。
先
着
35
人
〉）
■場
西
片
屋
↓
板

井
川
↓
西
荒
屋
（
８
㎞
）
■費
１
、
1
０
０

円
（
中
学
生
以
下
５
０
０
円
）
■申
６
月
６

日
○月
〜
13
日
○月

▼
信
仰
の
歴
史
を
語
る
荒
倉
山
か
ら
由
良
へ

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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６
月
９
日
○木
〜
22
日
○水

②
７
月
７
日
○木
〜

21
日
○木

▼
育
児
講
話

■日
６
月
28
日
○火
午
前
10
時

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
妊
婦
、
乳
幼
児
の
保
護

者
先
着
12
人

■内
絵
本
と
子
育
て

■師
本
間

俊
美
氏
（
元
小
学
校
長
）
■申
６
月
21
日
○火

ま
で

■他
託
児
あ
り
（
先
着
5
人
）

▼
幼
児
期
の
自
閉
症
療
育
研
修
会
（
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
）
■日
①
７
月
2
日
○土
午
後
1
時

30
分
、
②
３
日
○日
午
前
９
時
30
分
・
③
午
後

１
時

■対
①
保
護
者
、
支
援
者

②
③
支
援

者

■内
①
自
閉
症
の
障
害
理
解
と
支
援
の
基

本

②
自
閉
症
の
あ
る
子
供
の
保
育

③
多

様
な
子
供
が
い
る
ク
ラ
ス
運
営

■師
ア
ス
ム

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
臨
床
心
理
士

■申
６
月

８
日
○水
〜
24
日
○金

■他
市
HP

▼
あ
そ
び
の
広
場

■日
７
月
21
日
○木

■時
①

午
前
９
時
45
分

②
午
前
11
時

■場
出
羽
庄

内
国
際
村

■対
①
１
歳
ま
で
の
乳
児
と
そ
の

保
護
者

②
１
歳
以
上
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
各
回
先
着
20
人

■内
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

■師
佐
藤
美
由
紀
氏

■申
６
月
20
日
○月
〜
７
月

14
日
○木

▼
共
通

■申
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■日
６
月
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
、
７
月

６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
、
８
月
3
日
の

水
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
市
内
在
住
の
授
乳
期
の
母
親

■内
助
産
師

に
よ
る
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス

■持
母
子
健
康

手
帳
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
外
出
に
必
要
な
も
の

▼
自
然
体
験
「
サ
マ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
in

由
良
」
■日
７
月
２
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後

３
時　

■場
由
良
海
岸

■対
小
学
生
先
着
10
人

■内
漁
船
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
等

■費
１
、
０
０
０

円

■持
昼
食

■申
６
月
15
日
○水
か
ら

▼
共
通

■申
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
６
月
の
講
座

「
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

■日
６
月
21
日
○火
午
前
10
時
30
分

■対
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
10
組

■師
市
立
保
育
園
長

■場
・
■申
６
月
1
日
○水
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24
‐

５
６
３
５
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ

■日
6
月
25
日
○土
午
前
10
時
・
11
時

■対
幼
児

・
低
学
年
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
各
回
15

人

■内
親
子
で
は
り
ガ
ラ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
体

験

■費
１
０
０
円

■場
・
■申
６
月
14
日
○火
か

ら
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

鶴
岡
養
護
学
校

学
校
見
学
会

■日
６
月
29
日
○水
午
前
９
時
45
分

■対
知
的
な

発
達
に
遅
れ
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
、

特
別
支
援
学
校
に
関
心
の
あ
る
教
育
機
関
・

福
祉
行
政
等
の
関
係
者

■内
同
校
の
教
育
概

要
説
明
等

■場
・
■申
６
月
６
日
○月
ま
で
同
校

☎
24
‐
５
９
９
５
へ

星
と
音
楽
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・
七
夕
公
開

『
ぴ
っ
か
と
雨
上
が
り
の
七
夕
』

■日
６
月
25
日
○土
、
７
月
３
日
○○○
午
前
10
時
・

11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
・
３
時

■対
庄

内
地
域
在
住
の
方
各
回
先
着
30
人

■内
七
夕

の
歌
・
お
話
、
夏
の
星
座
解
説
等

■費
３
歳

以
上
…
１
０
０
円

高
校
生
以
上
…
２
０
０

円

■場
・
■申
６
月
13
日
○月
か
ら
中
央
公
民
館

☎
25
‐
１
０
５
０
へ

山
大
農
学
部

森
の
学
校
（
全
３
回
）

■日
７
月
10
日
○日
、
11
月
５
日
○土
、
来
年
２
月

4
日
○土
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
４
時
（
同
学

部
か
ら
バ
ス
送
迎
あ
り
）
■場
同
学
部
演
習

林

■対
小
学
３
年
〜
６
年
生
30
人

■内
森
の

植
物
・
動
物
な
ど
の
観
察
、
植
林
、
炭
焼
き
、

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
乗
車
等
の
体
験
学
習

■費

各
回
５
０
０
円

■持
昼
食
等

■申
６
月
20
日

○月
ま
で
同
学
部
総
務
課
☎
24
‐
２
２
７
８
へ

未
就
園
児
を
対
象
に
開
放
し
ま
す

認
定
こ
ど
も
園
を
活
用
し
た
お
遊
び
会

▼
い
な
ば
幼
稚
園
☎
64
‐
２
３
１
０

り
ん
ご
く
ら
ぶ
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

▼
大
宝
幼
稚
園
☎
22
‐
１
８
８
３

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば
…
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分

▼
城
南
幼
保
園
☎
24
‐
７
１
６
４

わ
く
わ
く
♡
ル
ー
ム
…
午
前
10
時
〜
11
時

▼
若
葉
幼
稚
園
☎
22
‐
２
２
３
７

オ
ー
プ
ン
キ
ン
ダ
ー
…
午
前
10
時
〜
11
時

▼
マ
リ
ア
幼
稚
園
☎
22
‐
５
８
３
１

ハ
ッ
ピ
ー
ひ
ろ
ば
…
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
和
光
幼
稚
園
☎
22
‐
８
８
３
５

お
ひ
さ
ま
広
場
…
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
み
ど
り
幼
稚
園
☎
23
‐
２
３
５
０

（
授
乳
用
品
、
お
む
つ
等
）
■申
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３
１

子
ど
も
科
学
教
室

「
化
学
の
世
界
を
楽
し
も
う
！
」

■日
６
月
12
日
○日
午
前
９
時
30
分

■場
櫛
引
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■対
小
学
生
（
１
年
〜
３

年
生
は
保
護
者
同
伴
）
先
着
20
人

■内
化
学

実
験
等

■申
６
月
８
日
○水
ま
で
学
校
教
育
課

（
櫛
引
庁
舎
）　rika-c@

school.city.tsuru
oka.yam

agata.jp

へ

■問
同
課
☎
57
‐

４
８
６
４

南
部
児
童
館
み
な
っ
く
る

▼
お
は
な
し
会

■日
・
■内
６
月
15
日
○水
…
ぽ

っ
た
ん
お
は
な
し
会  

７
月
６
日
○水
…
ゲ
ス

ト
に
よ
る
お
は
な
し
会

■時
午
前
11
時

■場

同
館　

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
「
フ
ォ
ト
ア
ー

ト
〝
虹
〞」
■日
６
月
17
日
○金
午
前
10
時　

■場

同
館　

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
10
組

■内
虹
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
背
景
で
の
写
真
撮
影

と
身
体
測
定

■申
６
月
2
日
○木
か
ら

▼
自
然
体
験
「
ス
プ
リ
ン
グ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
in
三
瀬
」
■日
６
月
18
日
○土
午
前
９
時
〜

午
後
３
時　

■場
三
瀬
地
区

■対
小
学
生
先
着

10
人

■内
八
森
山
で
自
然
散
策

■師
齋
藤
安

和
氏
（
庄
内
エ
コ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
■持

昼
食

■申
６
月
１
日
○水
か
ら

▼
み
な
っ
く
る
で
作
ろ
う
！

■日
７
月
1
日

○金
午
前
11
時　

■場
同
館　

■対
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
５
組

■内
お
そ
ろ
い
ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
り

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ
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午
後
７
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）

▼
初
夏
の
弥
陀
ヶ
原
観
察
会

■日
７
月
7
日

○木
午
前
８
時
〜
午
後
１
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集

合
）
■定
先
着
20
人　

■費
７
０
０
円
（
中
学

生
以
下
無
料
）
■持
昼
食
等

■申
６
月
25
日

○土
ま
で

▼
共
通

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

講
座
・
講
習
会

鶴
岡
伝
統
工
芸
竹
塗
り
講
習

■日
６
月
〜
来
年
３
月
の
毎
月
第
１
・
第
３
土

曜
日
午
後
１
時

■場
中
央
公
民
館

■師
鈴
木

勇
氏
（
竹
塗
工
房
鈴
木
）
■費
月
額
２
、
０

０
０
円ふ

じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

６
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
ク
レ
メ

ダ
ン
ジ
ュ
」
■日
６
月
11
日
○土
午
前
10
時

■費
２
、
５
０
０
円

▼
プ
ロ
も
習
う
花
蔵
の
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

■日
6
月
12
日
○日
午
後
１
時
30

分

■費
２
、
５
０
０
円

▼
鶴
岡
の
名
工

日
本
料
理
わ
た
な
べ
の
美

味
し
い
日
本
料
理
教
室

■日
6
月
18
日
○土
午

前
10
時

■費
３
、
０
０
０
円

▼
フ
ラ
イ
パ
ン
で
米
粉
パ
ン
作
り

■日
6
月

25
日
○土
午
後
１
時

■費
１
、
５
０
０
円

▼
共
通

■場
・
■問
同
市
場
☎
64
‐
３
０
９
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ

■日
６
月
8
日
・
15
日

・
22
日
・
29
日
、
7
月
6
日
・
20
日
・
27
日

の
水
曜
日
午
前
9
時
10
分
・
10
時
40
分
、
6

月
9
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日
、
7
月
7
日
・

21
日
・
28
日
の
木
曜
日
午
前
10
時

▼
健
康
相
談

■日
６
月
9
日
・
16
日
・
23
日
・

30
日
の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
棋
楽
会

■日
毎
週
月
曜
〜
金
曜
日
午
後
１

時
〜
4
時
30
分

▼
共
通

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６い

で
は
文
化
記
念
館

▼
古
文
書
解
読
・
歴
史
講
座
「
出
羽
三
山
を

読
む
」
■日
６
月
〜
10
月
の
第
２
・
第
４
木

曜
日
（
初
日
は
６
月
9
日
）
午
後
１
時
30
分

■定
先
着
30
人

■内
羽
黒
山
門
前
町
・
手
向
地

域
の
村
中
文
書
等
の
解
読

■師
後
藤
赳
司
氏

（
出
羽
三
山
山
岳
宗
教
研
究
所
主
幹
）
■費
５

０
０
円
（
実
地
研
修
は
別
途
料
金
）

▼
企
画
展
示
「
羽
黒
山
と
庄
内
藩
‐
天
宥
別

当
事
蹟
・
芭
蕉
門
弟
と
庄
内
俳
壇
‐
」
■日

６
月
25
日
○土
〜
11
月
21
日
○月

■費
大
人
…
４

０
０
円

大
学
・
高
校
生
…
３
０
０
円

小

・
中
学
生
…
２
０
０
円

▼
共
通

■場
・
■問
同
館
☎
62
‐
４
７
２
７

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
観
察
会

■日
７
月
２
日
○土

の
レ
ク
チ
ャ
ー
等

■費
５
０
０
円

▼
ヒ
ン
メ
リ
を
作
ろ
う

■日
６
月
25
日
○土
午

前
９
時
30
分

■定
先
着
10
人

■内
極
細
ス
ト

ロ
ー
で
の
ヒ
ン
メ
リ
作
り

■費
５
０
０
円

▼
共
通

■場
・
■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
〜
ど
ろ
っ
ぱ
か
ら
の
挑
戦
状
！
〜
」

■日
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４

時

■内
湿
地
を
散
策
し
な
が
ら
ク
イ
ズ
に
答

え
、
湿
地
の
生
き
物
や
機
能
、
魅
力
を
学
ぶ

▼
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト

▽
親
水
水
路
の
草

刈
り

■日
６
月
11
日
○土
午
前
９
時　

▽
マ
コ

モ
の
刈
り
取
り
と
マ
コ
モ
茶
づ
く
り
①

■日

６
月
12
日
○日
午
前
９
時　

▽
ミ
ズ
ア
オ
イ
の

生
育
場
所
づ
く
り
と
ミ
ズ
ア
オ
イ
の
移
植

■日
６
月
18
日
○土
午
前
９
時　

▽
マ
コ
モ
の
刈

り
取
り
と
マ
コ
モ
茶
づ
く
り
②

■日
7
月
２

日
○土
午
前
９
時　

▽
共
通

■定
30
人

■申
各

日
２
日
前
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
ザ
リ
ガ
ニ
ス
ト
ラ
ッ
プ

づ
く
り
」
■日
６
月
25
日
○土
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時　

■費
１
５
０
円
以
上
（
寄
附
制
）

▼
ど
ろ
っ
ぱ
着
ぐ
る
み
と
記
念
撮
影
＆
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会

■日
６
月
25
日
○土
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
１
時　

■他
じ
ゃ
ん
け
ん
に
勝
っ
た

方
先
着
50
人
に
缶
バ
ッ
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト

▼
自
然
観
察
会
「
ト
ン
ボ
観
察
会
」
■日
7

月
2
日
○土
午
前
9
時
30
分

■定
15
人

■費
２

０
０
円
以
上
（
寄
附
制
）
■持
長
靴
、
水
筒　

■申
６
月
30
日
○木
ま
で

▼
共
通

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

み
ど
り
の
広
場
…
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
鶴
岡
幼
稚
園
☎
22
‐
０
６
５
８

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
♪
…
午
前
10
時
〜
11
時

▼
共
通

■他
月
に
１
回
〜
５
回
開
催
。
詳
細

は
各
園
へ

施
設
の
催
し

致
道
博
物
館

▼【
特
別
展
】中
興
の
祖

酒
井
忠
徳
と
庄
内

藩
校
致
道
館

■日
６
月
1
日
○水
〜
７
月
18
日

○月

■内
酒
井
家
９
代
忠
徳
の
事
績
や
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
紹
介
、
致
道
館
祭
器
全
点
を
展
示

▼
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

■日

６
月
11
日
○土
午
後
２
時

▼
共
通

■費
大
人
…
８
０
０
円

学
生
…
４

０
０
円

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円

■場
・

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

創
造
の
森
交
流
館

▼
新
型
焚
き
火
台
作
り

■日
６
月
４
日
○土
午

前
９
時
30
分

■定
先
着
5
人

■内
焚
き
火
台

作
り
と
焚
き
火
レ
ク
チ
ャ
ー

■費
１
、
５
０

０
円

▼
麻
雀
笑
楽
校

■日
６
月
8
日
○水
・
15
日
○水

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

▼
数
独
教
室

■日
６
月
10
日
○金
・
17
日
○金
・

24
日
○金
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
へ
の
い
ざ
な
い

■日
６
月

18
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■定
先

着
10
人

■内
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
初
心
者
の
た
め

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

担
い
手
養
成
研
修
会

▼
講
義
（
全
３
回
）
■日
６
月
16
日
○木
午
前

９
時
45
分
〜
午
後
２
時
40
分
、
17
日
○金
午
後

１
時
30
分
、
７
月
29
日
○金
午
後
１
時　

■場
に

こ
♥

ふ
る

▼
通
い
の
場
見
学
会

■日
６
月
20
日
○月
〜
７

月
28
日
○木
の
内
１
日
（
２
時
間
）　

■場
市
内

の
通
い
の
場

▼
共
通

■対
地
域
で
自
分
の
力
を
生
か
し
た

い
・
地
域
貢
献
し
た
い
方
50
人

■持
昼
食（
６

月
16
日
の
み
）、
印
鑑
等

■申
６
月
7
日
○火

ま
で
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
☎
35
‐
１

２
５
１
へ

■他
修
了
後
、
訪
問
介
護
や
通
い

の
場
等
、
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
可
。

鶴
岡
市
認
知
症
見
守
り
支
援
員
の
資
格
も
同

時
取
得Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
一
般
公
開
講
座

ス
マ
ー
ト
農
業
×
土
づ
く
り
講
座
＝
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

▼
ス
マ
ー
ト
農
業
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
る

■日
６
月
16
日
○木

▼
デ
ジ
タ
ル
農
業
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
事

例

■日
8
月
25
日
○木

▼
環
境
保
全
型
農
業
と
は

■日
11
月
17
日
○木

▼
土
づ
く
り
は
財
産
づ
く
り
（
土
壌
分
析
）

■日
12
月
22
日
○木

▼
安
定
多
収
を
目
指
そ
う
！
基
本
技
術
の
お

さ
ら
い

■日
来
年
1
月
19
日
○木

▼
共
通

■時
午
前
10
時
30
分

■場
農
業
経
営

者
育
成
学
校
「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
（
シ
ー
ズ
）」

■師
藤
井
弘
志
氏
（
山
大
農
学
部
客
員
教
授
）

■申
6
月
10
日
○金
ま
で
㈱
フ
ァ
ー
ム
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

info@
fam
fro.co.jp

へ

■問
本

所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
9
６

■他
土
壌
分
析

を
希
望
す
る
場
合
1
件
３
、
１
４
６
円

「
食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾
」
一
般
公
開
講
座

物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
型
地
域
資
源
利
用
論

■日
・
■時
６
月
16
日
○木
午
後
1
時
30
分

■場
響

ホ
ー
ル
（
庄
内
町
）
■師
渡
辺
昌
規
氏
（
山

大
農
学
部
教
授
）
■申
同
学
部
内
「
地
域
定

住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
事
務
局

☎
０
７
０
‐
２
０
１
１
‐
５
６
１
５

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
接
客
・
接
遇
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
研
修

■日
６
月
22
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
50
分

■費
６
、
０
０
０
円

▼
職
場
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
全
２
回
）
■日
7

月
6
日
○水
・
7
日
○木
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

50
分

■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

■日
７
月
14
日
○木
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
50
分

■費
６
、
０
０
０
円

▼
品
質
管
理「
基
礎
」講
座

■日
７
月
15
日
○金

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■費
５
、
０
０
０
円

▼
共
通

■定
20
人

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎

23
‐
２
２
０
０

■他
HP

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
一
般
公
開
講
座　
　
　

鳥
獣
被
害
対
策
講
座

▼
イ
ノ
シ
シ
の
生
態
と
被
害
対
策

■日
６
月

17
日
○金
午
前
10
時
30
分

■師
宇
野
壮
春
氏

（
東
北
野
生
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
）

▼【
現
地
視
察
】
サ
ル
追
い
払
い
と
集
落
点

先
着
12
人

■師
布
川
美
與
子
氏
（
遊
工
房
主

宰
）
■費
５
、
０
０
０
円

■申
６
月
７
日
○火

〜
７
月
10
日
○日

▼
木
の
Ｍ
Ｙ
箸
づ
く
り
（
全
２
回
）
■日
６

月
29
日
○水
、
７
月
6
日
○水
午
後
７
時　

■対
高

校
生
以
上
先
着
12
人

■師
佐
野
正
裕
氏
（
木

工
）
■費
２
、
８
０
０
円

■申
６
月
７
日
○火

〜
6
月
21
日
○火

▼
共
通

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

鶴
岡
致
道
大
学
（
全
６
回
）

■日
7
月
1
日
○金
・
22
日
○金
、
8
月
27
日
○土
、

9
月
29
日
○木
、
ほ
か
10
月
・
11
月
各
１
回

■時
月
曜
〜
金
曜
日
…
午
後
６
時
45
分　

土

曜
・
日
曜
日
…
午
後
２
時

■場
先
端
研
究
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
等

■対
期
間
を
通
し
て
受

講
可
能
な
方
先
着
１
０
０
人

■
テ
ー
マ

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
考
え
る

■費
大
人
…
４
、
０
０
０
円

学

生
…
２
、
０
０
０
円

■申
６
月
23
日
○木
ま
で

本
所
地
域
振
興
課
内
「
鶴
岡
総
合
研
究
所
」

事
務
局
☎
35
‐
１
１
９
１
へ

■他
申
込
み
後

の
キ
ャ
ン
セ
ル
不
可
。
詳
細
は
市
HP
ま
た
は

チ
ラ
シＳ

Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
一
般
公
開
講
座　
　
　

有
機
農
業
講
座

▼「
有
機
水
稲
」
の
栽
培
技
術

■日
7
月
７

日
○木
午
前
10
時
30
分　

■場
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ

■師

岩
石
真
嗣
氏
（
自
然
農
法
国
際
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
）

▼「
有
機
枝
豆
」
の
栽
培
技
術

■日
７
月
29

日
○金
午
後
１
時

■場
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ

■師
大
木

検

■日
6
月
17
日
○金
午
後
１
時
30
分
（
た
ら

の
き
だ
い
公
民
館
集
合
）
■師
宇
野
壮
春
氏

▼
設
置
し
て
み
よ
う
！
電
気
柵

■日
7
月
14

日
○木
午
後
1
時

■師
江
成
は
る
か
氏
（
山
大

農
学
部
客
員
准
教
授
）
■持
長
靴
、
軍
手
等

▼
野
生
動
物
に
負
け
な
い
！
身
近
な
環
境
づ

く
り

■日
12
月
7
日
○水
午
後
1
時
30
分

■師

江
成
は
る
か
氏

▼
鳥
獣
対
策
の
役
割
分
担

■日
12
月
15
日
○木

午
後
１
時
30
分

■師
小
野
寺
レ
イ
ナ
（
市
鳥

獣
被
害
対
策
推
進
員
）

▼
共
通

■場
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ

■定
各
回
30
人

■申
６
月
10
日
○金
ま
で
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１

２
９
７
へ

■他
HP

女
性
の
人
材
育
成
事
業

チ
ェ
リ
ア
塾
基
本
コ
ー
ス
㏌ 
庄
内

■日
6
月
25
日
、
7
月
23
日
、
8
月
27
日
、
９

月
24
日
、
10
月
29
日
の
土
曜
日
午
前
10
時

■場
三
川
町
公
民
館
（
9
月
24
日
の
み
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
）
■対
男
女
共
同
参
画
を
学
び
た

い
、
推
進
に
向
け
行
動
し
た
い
女
性
先
着
25

人

■申
2
次
元
コ
ー
ド
か
ら

■問
山
形
県
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
チ
ェ
リ

ア
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐
７
７

５
１

■他
託
児
あ
り
（
無
料
）

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
展
示
道
具
の
使
い
方
講
習
会

■日
６
月
25

日
○土
午
後
２
時　

■申
６
月
７
日
○火
〜
24
日
○金

▼
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
雫
の
ラ
ン
プ
づ
く
り

（
全
３
回
）
■日
７
月
20
日
○水
・
27
日
○水
、
8

月
3
日
○水
午
後
１
時
30
分

■対
高
校
生
以
上

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ
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淳
氏
（
山
形
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
）

▼「
有
機
野
菜
」
の
栽
培
技
術

■日
9
月
22

日
○木
午
前
8
時
45
分

■場
山
形
県
農
業
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
（
山
形
市
）
■師
大
木
淳
氏

▼「
有
機
」
の
土
壌
肥
料
、
病
害
虫
対
策

■日
11
月
18
日
○金
午
後
１
時
30
分

■場
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｄ
Ｓ

■師
藤
原
風
輝
氏
（
東
京
大
学
農
学
生

命
科
学
研
究
科
）

▼「
有
機
」
の
土
づ
く
り

■日
12
月
1
日
○木

午
後
1
時
30
分

■場
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ

■師
伊
藤

豊
彰
氏
（
新
潟
食
料
農
業
大
学
教
授
）

▼
共
通

■対
有
機
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

ま
た
は
取
り
組
み
た
い
方
各
回
20
人

■問
本

所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
9
７

出
羽
庄
内
国
際
村
・
せ
か
い
の
台
所

ベ
ナ
ン
料
理
〜
マ
リ
エ
ッ
タ
さ
ん
の
台
所
〜

■日
７
月
10
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
1
時　

■定

10
人

■師
マ
リ
エ
ッ
タ
・
ゴ
ン
ル
ド
ブ
氏（
ベ

ナ
ン
出
身
）
■費
１
、
５
０
０
円

■申
６
月

19
日
○日
か
ら
同
館
☎
25
‐
3
６
０
０
へ

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

▼
一
般

■日
８
月
18
日
○木
・
19
日
○金
午
後
1

時
30
分
、
９
月
16
日
○金
午
後
1
時
30
分
、
10

月
27
日
○木
午
後
１
時
30
分　

給
油
取
扱
所

■日
８
月
19
日
○金
午
前
９
時
、

９
月
15
日
○木
午
後
１
時
30
分　

▼
共
通

■場
庄
内
総
合
支
庁
（
三
川
町
）　

■対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
令
和

元
年
度
に
保
安
講
習
を
受
け
、
継
続
し
て
危

険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る

②
新
た

に
ま
た
は
再
び
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
す

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　

市
内
の
空
き
家
の
所
有
・
管
理
で
お
困
り
の
方
へ

空
き
家
の
無
料
相
談
会

■日
６
月
11
日
○土
午
前
10
時
〜
正
午

■場
勤
労

者
会
館

■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
35
‐
１
３

１
５
ま
た
は
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・
バ
ン
ク
☎

64
‐
１
５
６
７
へ

■他
予
約
可

専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決

住
宅
相
談
会

■日
①
6
月
22
日
○水　

②
７
月
27
日
○水

■時
午

前
10
時
〜
11
時　

■場
①
市
役
所
本
所
別
棟
第

2
・
3
会
議
室

②
市
役
所
本
所
4
階
ロ
ビ

ー

■内
住
宅
新
築
・
増
改
築
、
耐
震
診
断
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
、
高
齢
者
減
災
ア
ド

バ
イ
ス
等

■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
３

２
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す

Ｂ
型
肝
炎
特
措
法
無
料
相
談
会

■日
７
月
2
日
○土
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
（
事

前
予
約
優
先
）　

■場
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー

■対
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎
に
な
っ

た
方
と
そ
の
家
族

■申
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

新
潟
事
務
所
☎
０
２
５
‐
２
２
３
‐
１
１
３

０

■他
電
話
相
談
会
（
■日
７
月
9
日
○土
、
９

月
10
日
○土
午
前
10
時
〜
正
午　

■問
同
事
務

所
）鶴

岡
地
元
就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

■日
7
月
9
日
○土
正
午
〜
午
後
４
時
30
分

■場

タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
（
東
京
都
）　

■内
地
元

就
職
の
傾
向
・
仕
事
選
び
の
こ
つ
に
関
す
る

油
戸
魚
の
森
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■日
７
月
2
日
○土
午
前
８
時
（
油
戸
漁
港
南
側

駐
車
場
集
合
）
■内
植
栽
、
放
流
等

■申
６

月
20
日
○月
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35

‐
１
２
９
８
へ

■他
小
雨
決
行

鶴
岡
市
芸
術
祭　
　
　
　
　

参
加
団
体
の
募
集

■日
９
月
〜
12
月

■場
市
内
各
施
設

■対
市
内

で
活
動
す
る
芸
術
文
化
団
体

■申
６
月
22
日

○水
ま
で
芸
術
文
化
協
会
事
務
局（
櫛
引
庁
舎
）

☎
57
‐
２
０
０
８
へ

■他
HP

９
月
16
日
○金
〜
25
日
○日
開
催

つ
る
お
か
障
害
者
ア
ー
ト
展
作
品
募
集

■対

■
種
目

造
形
物
、
書
、
絵
画
、
写
真
（
１
人
３
点
以

内
）
■申
8
月
10
日
○水
ま
で
申
込
書
と
作
品

の
写
真
を
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
25

‐
２
７
９
４
へ　

■他
HP

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

■日
６
月
10
日
・
17
日
・
24
日
、
７
月
1
日
・

8
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
の
金
曜
日
午
後

１
時
15
分
・
２
時
30
分

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
…
眠
れ
な
い
日
が
続

く
、
気
分
が
沈
ん
で
元
気
が
な
い
方
等
各
回

先
着
２
人

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談
…
社
会

参
加
で
き
な
い
、
家
か
ら
出
な
い
等
の
40
歳

未
満
の
方
と
そ
の
家
族
各
回
先
着
２
人

■申

健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３
１

る
こ
と
に
な
り
、
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た

日
か
ら
１
年
以
内
で
あ
る
（
過
去
２
年
以
内

に
免
状
の
交
付
ま
た
は
保
安
講
習
を
受
け
た

方
は
、
交
付
ま
た
は
保
安
講
習
受
講
日
以
降

に
お
け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内

に
受
講
）
■申
６
月
20
日
○月
〜
７
月
15
日
○金

に
山
形
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
☎
０
２

３
‐
６
３
２
‐
５
７
４
４
へ

■他
願
書
は
消

防
本
部
、
消
防
署
及
び
各
分
署
に
設
置

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

入
居
時
期
は
８
月
上
旬

県
営
住
宅
６
月
募
集

■
募
集
住
宅

▽
美
原
１
号
、
東
部
2
号
、

茅
原
1
号
・
2
号
・
3
号
、
末
広
1
号
…
各

１
戸

▽
東
部
3
号
…
２
戸

▽
城
南
1
号
、

末
広
3
号
…
各
３
戸

■申
６
月
2
日
○木
〜
8

日
○水
に
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
西
王
不
動
産

☎
66
‐
３
２
１
０
へ

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

ヤ
ギ
の
名
前
・
協
議
会
ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集

▼
ヤ
ギ
の
名
前

■内
都

沢
湿
地
の
管
理
の
一
環

と
し
て
同
館
で
飼
育
を

始
め
る
ヤ
ギ
の
名
前
を

募
集

■申
６
月
20
日
○月

ま
で

▼
庄
内
自
然
博
物
園
構
想
推
進
協
議
会
の
略

称
ロ
ゴ
マ
ー
ク

■申
６
月
30
日
○木
ま
で

▼
共
通

■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

■他
詳

細
は
同
館
館
内
ま
た
は
HP

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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月
10
日
○金
の
午
前
９
時
に
直
接
社
会
教
育
課

（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
７
へ
来
庁

■他
チ
ケ
ッ
ト
は
後
日
郵
送

店
舗
家
賃
・
改
装
費
・
広
告
宣
伝
費
に
助
成
し
ま
す

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

■対
中
心
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
商
売

を
始
め
る
方

■内
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
の
額
（
上
限
１
２
０
万
円
）
■申
鶴

岡
商
工
会
議
所
内
「
鶴
岡
Ｔ
Ｍ
Ｏ
」
事
務
局

☎
24
‐
７
７
１
１

■他
HP

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

■対
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
等
の
授
業
料
、

家
賃
、
仕
送
り
資
金
等

■
限
度
額

２
、

０
０
０
万
円
（
担
保
不
要
）
■
種
類

ふ

る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン
、
ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー

ン
カ
ー
ド
型
（
融
資
期
間
や
利
率
が
異
な
り

ま
す
）
■問
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22

‐
３
１
４
７

■他
ロ
ー
ン
対
象
の
本
人
が
卒

セ
ミ
ナ
ー
、
企
業
担
当
者
と
の
情
報
交
換
、

個
別
面
談

■対
２
０
２
３
年
３
月
卒
業
予
定

者
を
含
む
大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
専
修
学

校
・
高
専
等
の
学
生
、
社
会
人
、
Ｕ
タ
ー
ン

希
望
者

■申
市
HP
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

■問
商
工
課
☎
35
‐
１
２
９
９

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

４
機
関
合
同
説
明
会

■日
６
月
19
日
○日
午
前
９
時　

■場
鶴
岡
警
察
署

■内
鶴
岡
警
察
署
、
酒
田
海
上
保
安
部
、
鶴
岡

市
消
防
本
部
、
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部

鶴
岡
出
張
所
の
説
明
等

■申
６
月
13
日
○月
ま

で
同
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６
へ

■他
自
衛

官
採
用
説
明
会
あ
り
（
■日
毎
週
水
曜
日
午
後

４
時

■場
鶴
岡
合
同
庁
舎
）

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト

を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
（
抽
せ
ん
）

■日
7
月
9
日
○土

■場
山
形
テ
ル
サ（
山
形
市
）

■対
市
内
在
住
の
方
８
人（
１
人
１
枚
）
■申
６

業
後
県
内
就
職
ま
た
は
就
業
し
た
場
合
の
利

子
補
給
制
度
あ
り

勤
労
者
生
活
安
定
資
金
貸
付
制
度

　

労
働
組
合
組
織
を
持
た
な
い
年
収
１
５
０

万
円
以
上
の
方
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
生

活
資
金
等
を
融
資
し
ま
す
。

使
途

限
度
額

期
間

利
率

生活
資金

生活
全般

100
万円

７年
以内

年
2.75％

教育
資金

授業料
等

300
万円

10年
以内

年
1.55％

福祉
資金

育児・
医療等

200
万円

７年
以内

年
1.25％

自動車
資金

自動車
購入等

200
万円

７年
以内

年
1.55％

■申
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４

７

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

■日 7月10日○日午前10時～午後１時（し
らい自然館集合）　■定先着15人 ■費
2,200円 ■申7月5日○火まで同館内「鳥
海山おもしろ自然塾推進協議会」事務
局☎0234‐72‐2069へ

鳥海山おもしろ自然塾
ブルーベリー狩りと打ちたてそば●遊佐町

■日６６月23日○木～27日○月午前 9時～午
後6時（27日は午後5時まで）　■場新
産業創造館クラッセ　■内庄内金魚の販
売やマルシェ等。25日○土・26日○日は
金魚すくいや抽せん会等を実施 ■問庄
内町観光協会☎0234‐42‐2922

●庄内町 しょうない金魚まつり2022

■日９月３日○土午後２時 ■内人気コミッ
ク「のだめカンタービレ」の世界を、
ピアニスト・高橋多佳子氏の華麗なピ
アノ演奏と分かりやすい楽曲解説、原
作の名シーンとともにお届け　■費Ｓ席
…2,500円（25歳以下1,500円）Ａ席
…2,000円（25歳以下1,000円）　■申６
月3日○金から希望ホール窓口またはイ
ンターネットチケット予約システムで　
■場・■問同ホール☎0234‐26‐5450

生で聴く　のだめカンター
ビレの音楽会　ピアノ版●酒田市

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　
　本所総務課☎35‐1117

「
ど
こ
シ
ル
伝
言
板
」

と
は
？

下
の
マ
ー
ク
が
印
刷
さ

れ
た
シ
ー
ル
を
衣
服
や
カ

バ
ン
に
貼
っ
て
い
る
高
齢

者
を
見
掛
け
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
方
が
貼
る
シ
ー
ル

な
の
で
し
ょ
う
か
。

認
知
症
な
ど
の
方
の

見
守
り
シ
ー
ル
で
す

市
で
は
、
認
知
症
な
ど
で
支
援
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
衣
服
等

に
貼
り
付
け
る
見
守
り
シ
ー
ル
「
ど
こ

シ
ル
伝
言
板
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

シ
ー
ル
に
は
２
次
元
コ
ー
ド
が
印
字
さ

れ
て
い
て
、
発
見
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
読
み
込
む
と
瞬
時
に
家
族
な
ど

保
護
者
に
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
す
。
発

見
者
と
保
護
者
は
チ
ャ
ッ
ト
形
式
の
伝

言
板
で
や
り
取
り
で
き
、
安
心
し
て
保

護
か
ら
お
迎
え
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
。

■
見
守
り
が
必
要
な
方
の
ご
家
族
へ

認
知
症
な
ど
に
よ
り
自
宅
等
に
帰
れ

QＡ
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な
く
な
る
心
配
の
あ
る
方
に
見
守
り
シ

ー
ル
40
枚
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
が
あ
れ
ば
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ほ
っ
と
安
心
」
つ

る
お
か
に
登
録
す
る
だ
け
で
利
用
で
き

ま
す
。
登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
本
所
長

寿
介
護
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
Ｓ
Ｏ
Ｓ
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ほ

っ
と
安
心
」
つ
る
お
か

認
知
症
な
ど

で
行
方
不
明
に
な
る
心
配
の
あ
る
高
齢

者
等
の
情
報
を
警
察
に
登
録
し
て
お
く

こ
と
で
、
捜
索
の
際
の
早
期
発
見
・
早

期
保
護
に
つ
な
げ
る
制
度

■
地
域
の
皆
さ
ん
へ

見
守
り
シ
ー
ル
を
付
け
て
い
る
人
を

見
掛
け
た
ら
、
次
の
対
応
を
お
願
い
し

ま
す
。
①
本
人
の
正
面
か
ら
優
し
く
声

を
掛
け
る
、
②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
２

次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
、
③
表
示
さ

れ
た
本
人
情
報
を
確
認
、
④
可
能
で
あ

れ
ば
伝
言
板
に
現
在
地
な
ど
を
入
力
。

▽
２
次
元
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
方
が
分

か
ら
な
い
場
合

シ
ー
ル
に
記
載
さ
れ

て
い
る
登
録
番
号
を
鶴
岡
警
察
署
☎
１

１
０
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

市
で
は
、
認
知
症
の
方
な
ど
支
援
が

必
要
な
方
を
地
域
全
体
で
見
守
る
こ
と

が
で
き
る
体
制
構
築
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
見
守
り
シ
ー
ル
を
付
け
て
い
る
人

を
見
掛
け
た
ら
、
困
っ
て
い
な
い
か
の

見
守
り
や
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
本
所
長
寿
介
護
課
〉

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等）

鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00新型コロナウイルス感染症に関する相談
（ 生 活 支 援 ･ 経 営 支 援 等 ）
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 火曜～土曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐028‐234
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎35‐1291
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

今月の各種相談窓口開設日　６/４～７/３
問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 14日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 24日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 21日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 21日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 23日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 16日○木14：00～16：00・市役所本所
交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎35‐1194 24日○金13：30～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 11日○土 9：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　６/４～７/３
■問健康課（にこ♥ふる）☎25‐2731

月　日 受付時間 会　場
６.11○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
  〃 13：30 ～16：00 　　　〃
22○水 ９：00 ～ 11：00 ㈱庄内ヨロズ

         〃 13：00 ～ 15：00 山形日産自動車販売㈱美咲店
24○金 ９：30 ～ 11：30 市役所藤島庁舎
29○水 ９：30 ～ 11：30 ＪＡ鶴岡本所

　 〃 13：30 ～ 15：30 ＪＡ鶴岡農機自動車中央センター

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
・開所日　＜日曜日、祝日＞  　　　　　　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　  　　　　　 　②18：00～21：00
　　　　　＜月曜、土曜日＞　　　　　　③19：00～21：30
・診療科　内科、小児科、外科科 　　　　　科
　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
・開所日 ＜日曜日、祝日、年末年始＞　   ①    9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ② 13：00～15：00

　　　 受診者・医療従事者への新型コロナウイルス感染予防
のため、おいでになる前に、必ず電話でご連絡ください。

　　　新型コロナウイルス感染症の検査・診察はできません。
！

■問健康課（にこ♥ふる）☎25‐2731
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《人口と世帯》（令和４年４月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：121,309人
　　 （男：58,257人、女：63,052人）
　世帯数：49,477世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25 ☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89 ☎62‐2111
市内上山添字文栄100 ☎57‐2111
市内下名川字落合１ ☎53‐2111
市内温海戊577‐１ ☎43‐2111

↑ホームページは
こちらから

↑フェイスブックは
こちらから

↑ツイッターは
こちらから

↑ラインは
こちらから

工藤静香  35th  Anniversary  Tour  2022  ～感受～

８月28日（日） 午後５時開演 荘銀タクト鶴岡 大ホール
チケット料金 7,500円（全席指定・税込）
購入可能枚数 １人４枚まで数
※ 未就学児は入場不可。託児サービスがあります（有
料。先着順。チケット購入確定後に申込み。申込み
は公演の２週間前まで）。
※ 車椅子席をご希望の方は、申込みの際にその旨をお
伝えください。
※当日券は500円増しです。
※ 政府のガイドラインに従い、客席定員の100％以内
で販売します（今後の状況により変更になる場合が
あります）。
※ 入場者特典付き（お渡しは当日会場のみ。来場いただ
けなかった場合の後日受渡しや発送はできません）。
チケット販売
《市民先行エントリー》※座席の指定不可。
受付期間　６月１日（水）午前10時～10日（金）午後７時
受付方法 荘銀タクト鶴岡ホームページでのみ
チケット引換え　６月16日（木）～22日（水）に同
館へ（クレジットカード不可）
※ 申込み多数の場合は抽せん。当落結果はメールでお
知らせします。
※チケット購入後のキャンセル・変更はできません。
※ インターネット環境がない方は同館にお問い合わせ
ください。

《一般販売》
販売開始日時　６月26日（日）午前10時から先着順
販売方法
①荘銀タクト鶴岡ホームページ（インターネット予約）
　※座席の指定不可。
　※チケット引換え：予約日から２週間以内に同館で
　　引換え（クレジットカード不可）または代金引換
　　で郵送（手数料600円）を選択してください。
② 荘銀タクト鶴岡窓口
　※座席の指定可。

◆申込み　 ６月４日（土）午前10時から同館ホームページで（先着順）
　　　　　※ インターネット環境がない方は同館にお問い合わせください。

◎問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

大人と子どものための
からだワークショップ
周りのことや自分のことを感
じながら、からだをつかって
いろんな動きを楽しもう♪
◆日時　７月27日（水）午後６時
◆場所 荘銀タクト鶴岡
◆対象　 小学１年～３年生とその保護者８組（２人

で１組）
◆講師　 山田勇気氏（Noism１リハーサル監督／

Noism０メンバー）
◆費用 １組1,000円

Noism×鼓童『鬼』関連企画
Noismメンバーによる

―両ワークショップ共通―

2022年度自主事業

【Dance!Dance!TACT!】ワークショップ参加者募集
んまつーポスのダンスワークショップ

－ダンスの美術館－『カラダがよろこぶ美術館』シリーズ
（KIDS DESIGN AWARD 2018)

◆日時　 ７月10日（日）午後4時30分
◆場所　 荘銀タクト鶴岡、鶴岡アートフォーラム
◆内容　ダンスワークショップ・小道具制作
◆対象 小学生10人
◆講師 んまつーポス（「逆さから物事を考えること

で新たな価値を創造する」実践的研究を展開
するコンテンポラリーダンスカンパニー）

◆費用 500円

魔法のアイテムを創ってダンスをしよう！


